
教
育
民
生
常
任
委
員
会

総
務
財
政
常
任
委
員
会

調
査
先

○
徳
島
県
阿
波
市

○
愛
媛
県
松
山
市

○
香
川
県
善
通
寺
市

主
な
調
査
内
容

●
適
応
指
導
教
室
に
つ
い
て

●
い
じ
め
・
不
登
校
対
策
総
合

　
推
進
事
業
に
つ
い
て

●
義
務
教
育
の
質
の
保
証
に

　
資
す
る
学
校
評
価
シ
ス
テ

　
ム
構
築
事
業
に
つ
い
て

調
査
先

○
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
安
心
院
町
グ

　
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
会

　
　
　
　
　（
大
分
県
宇
佐
市
）

○
小
国
町
農
林
振
興
課

　
　（
熊
本
県
阿
蘇
郡
小
国
町
）

○
ぶ
ど
う
の
樹

　
　（
福
岡
県
遠
賀
郡
岡
垣
町
）

主
な
調
査
内
容

●
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
に

　
つ
い
て

●
悠
木
の
里
づ
く
り（
地
元
材

　
の
活
用
）に
つ
い
て

●
農
業
の
六
次
産
業
化
に
つ

　
い
て

調
査
先

○
柳
谷
集
落

　
　
　
　（
鹿
児
島
県
鹿
屋
市
）

主
な
調
査
内
容

●
自
治
振
興
に
つ
い
て

　（
こ
の
集
落
の
合
言
葉
は
、

　
感
動
の
地
域
づ
く
り
、お
互

　
い
支
え
合
え
る
強
く
て
温

　
か
い
地
域
づ
く
り
。た
く
さ

　
ん
の
ヒ
ン
ト
が
つ
ま
っ
た

　
や
ね
だ
ん
の
奮
闘
の
様
子

　
を
実
際
に
見
聞
き
し
ま
し
た
）

産
業
建
設
常
任
委
員
会

常任委員会
視察報告

柳谷集落（やねだん）にて

ぶどうの樹にて

阿波市にて

大きいのつかまえた!
（7月22日 総領町）

6月定例会

■発行：平成20年８月20日
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編

集

後

記

　
今
年
の
夏
は
、猛
暑

と
い
う
よ
り
酷
暑
と

い
う
感
じ
さ
え
し
ま

す
。一
体
い
つ
ま
で
こ

の
暑
さ
は
続
く
の
で

し
ょ
う
か
。梅
雨
も
平

年
よ
り
短
く
、そ
の
後

ま
と
ま
っ
た
雨
も
降

ら
な
い
た
め
、今
後
は

水
不
足
が
心
配
さ
れ

ま
す
。

　
市
議
会
で
も
議
論

さ
れ
た
新
庁
舎
建
設

で
す
が
、現
在
、市
役

所
本
庁
舎
の
横
に
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。議
会

の
あ
る
三
階
か
ら
は
工
事
の
進
捗
状
況
が
よ
く
わ
か
り

ま
す
。七
月
下
旬
頃
か
ら
鉄
骨
が
組
ま
れ
、次
第
に
新
庁

舎
の
形
が
見
え
始
め
て
き
ま
し
た
。

　
来
年
二
月
に
は
完
成
す
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

工
事
が
ど
の
よ
う
に
進
ん
で
い
く
の
か
、完
成
ま
で
の

過
程
を
見
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、市
議
会
だ
よ
り
に
対
し
ま
し
て
、ご
意
見
・

ご
感
想
を
お
寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
議
会
広
報
委
員
会

委 

員 

長
　
　
加
島
　
英
俊

副
委
員
長
　
　
堀
井
　
秀
昭

委
　
　
員
　
　
門
脇
　
俊
照

　 

　
　
　
　
垣
内
　
秀
孝

　 

　
　
　
　
八
谷
　
文
策 新庁舎建設の様子（8月6日現在）



しょうばら市議会だより　2008 . 8 2しょうばら市議会だより　2008 . 83

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
意

見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

�
前
委
員
�
辞
任
�
伴
�
�後
任
�

�
�
新
�
�
推
薦
�
�
�
�
議
会

�
意
見
�
求
�
�
�
�
�
�
�

川
西
町
一
二
一
三
番
地

�
�
�
倉
�
本
�
昭
�
伯
�
氏

�
同
�
意

�
現
委
員
�
任
期
満
了
�
伴
�
�後

任
�
�
�
新
�
�
推
薦
�
�
�
�

議
会
�
意
見
�
求
�
�
�
�
�
�
�

東
城
町
森
二
四
一
二
番
地
一

�
�
�
中
�
島
�
吉
�
穂
�
氏

�
同
�
意

�
現
委
員
�
任
期
満
了
�
伴
�
�再

選
�
�
�
�
議
会
�
意
見
�
求
�

�
�
�
�
�
�

東
城
町
粟
田
一
七
三
三
番
地
一

�
�
�
佐
�
木
�
伴
�
枝
�
氏

�
同
�
意

総
領
町
亀
谷
一
五
一
八
番
地

�
�
�
加
�
藤
�
�
�
子
�
氏

�
同
�
意

庄
原
市
農
業
委
員
会
委
員
の
推
薦
に

つ
い
て

�
次
�
方
�
�
推
薦
人
�
決
定
�

�
�
�
�

西
城
町
三
坂
八
六
四
番
地

�
�
�
田
�
邊
�
幸
�
美
�
氏

高
野
町
和
南
原
七
四
一
番
地

�
�
�
向
�
田
�
純
�
子
�
氏

口
和
町
金
田
一
四
三
番
地
七

�
�
�
道
�
下
�
和
�
子
�
氏

比
和
町
木
屋
原
一
一
九
六
番
地

�
�
�
田
�
中
�
友
�
枝
�
氏

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�

�   

�    

�
�
�
�
�

�
�         

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�  

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

人
　
事

推
　
薦

　
五
月
二
十
八
日
に
東
京
都
に
お

い
て
開
催
さ
れ
た
第
八
十
四
回
全

国
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会
に
て
、

本
市
市
議
会
議
員
が
次
の
と
お
り

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
ご
功
績
を
た
た
え
、今
後
の
ご
活

躍
を
祈
り
ま
す
。

○
議
員
特
別
表
彰

　
　
　
議
員
二
十
年
以
上
　

　
　
　
　
　
　
松
　
浦
　
　
　
昇

○
議
員
一
般
表
彰

　
　
　
議
員
十
年
以
上
　

　
　
　
　
　
　
加
　
島
　
英
　
俊

　
　
　
　
　
　
堀
　
井
　
秀
　
昭

　
　
　
　
　
　
横
　
山
　
邦
　
和

　
　
　
　
　
　
市
　
川
　
基
　
矩

　
　
　
　
　
　
門
　
脇
　
俊
　
照

　
　
　
　
　
　
藤
　
木
　
邦
　
明

　
　
　
　
　
　
谷
　
口
　
　
　
勇

　
　
　
　
　
　
　

表
　
彰

受章者を代表してあいさつする加島英俊副議長

教
育
予
算
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

庄
原
市
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
条
例

庄
原
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び

　
　
　
　
　
　
　
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

庄
原
市
旅
費
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

庄
原
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

庄
原
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

庄
原
市
生
涯
学
習
施
設
設
置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

庄
原
市
保
育
所
設
置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

庄
原
市
へ
き
地
保
育
所
設
置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

庄
原
市
子
育
て
支
援
施
設
設
置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

庄
原
市
歯
科
診
療
所
設
置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

庄
原
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

庄
原
市
生
活
安
全
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

庄
原
市
農
業
振
興
施
設
設
置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

合
併
前
の
庄
原
市
に
お
け
る
非
常
勤
消
防
団
員
公
務
災
害
補
償
の

　
　
　
　
　
　
経
過
措
置
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

平
成
二
十
年
度
庄
原
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
一
号
）

平
成
二
十
年
度
庄
原
市
住
宅
資
金
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
一
号
）

平
成
二
十
年
度
庄
原
市
歯
科
診
療
所
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
一
号
）

平
成
二
十
年
度
庄
原
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
一
号
）

平
成
二
十
年
度
庄
原
市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
一
号
）

平
成
二
十
年
度
庄
原
市
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
一
号
）

平
成
二
十
年
度
庄
原
市
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
補
正
予
算（
第
一
号
）

平
成
二
十
年
度
庄
原
市
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
一
号
）

平
成
二
十
年
度
庄
原
市
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
一
号
）

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

同
　
意

同
　
意

同
　
意

同
　
意

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

庄
原
市
土
地
開
発
公
社
定
款
の
変
更
に
つ
い
て

庄
原
市
農
業
委
員
会
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て

推
　
薦

議　　　　　案

条　　　例予　　　算一　般一般 一般

議選発議
平
成
二
十
年
六
月

定
例
会
議
決
結
果

会
期
　
六
月
十
九
日
か
ら
六
月
二
十
七
日
ま
で  

九
日
間

可決された意見書可決された意見書

１．きめ細かい教育の実現のため、義務制第8次・高校第7次教職員定数改善計画を
　　実施すること。

２．義務教育費国庫負担制度について、国負担率を2分の1に復元することを含め、
　　制度を堅持すること。

３．学校施設整備費、就学援助・奨学金など教育予算の充実のため、地方交付税を含む
　　国の予算を拡充すること。

４．教職員の人材を確保するため、教職員給与の財源を確保・充実すること。

広島県庄原市議会　　　

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出します。

　　平成20年６月27日

 　子どもたちに豊かな教育を保障することは、社会の基盤づくりにとって極めて重要です。
　しかし、義務教育費国庫負担金の負担割合が2分の1から3分の1に縮小されたことや地方交付
税削減の影響、厳しい地方財政の状況など、地方自治体において必要な教育予算を確保することは
困難となっています。
　このため、学校施設などを含めて教育条件の地域間格差も広がりつつあります。一方、就学援助
受給者の増大に現れているように、低所得者層の拡大・固定化が進んでおり、家計の所得の違いが
教育格差につながってきています。
　地方自治体の財政力や保護者の収入の違いにより、子どもたちが受ける「教育水準」に格差があ
ってはなりません。
　日本の教育予算は、GDP比に占める教育費の割合や教職員数などに見られるように、OECD諸
国に比べて脆弱であると言わざるを得ません｡
　教育は、未来への先行投資です。次世代を担う子どもたちがどこに生まれ育ったとしても、ひと
しく良質な教育が受けられるようにしなければなりません。
　そのため、教育予算を国としてしっかりと確保・充実させる必要があります。
　よって、国におかれては、教育予算の拡充のため、次の事項を実現されるよう強く求めます。

6月定例会

教育予算の拡充を求める意見書教育予算の拡充を求める意見書

なお、この意見書は次のところに宛てて提出しています。

内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣、文部科学大臣
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�
�
�

�
�         

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�  

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

人
　
事

推
　
薦

　
五
月
二
十
八
日
に
東
京
都
に
お

い
て
開
催
さ
れ
た
第
八
十
四
回
全

国
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会
に
て
、

本
市
市
議
会
議
員
が
次
の
と
お
り

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
ご
功
績
を
た
た
え
、今
後
の
ご
活

躍
を
祈
り
ま
す
。

○
議
員
特
別
表
彰

　
　
　
議
員
二
十
年
以
上
　

　
　
　
　
　
　
松
　
浦
　
　
　
昇

○
議
員
一
般
表
彰

　
　
　
議
員
十
年
以
上
　

　
　
　
　
　
　
加
　
島
　
英
　
俊

　
　
　
　
　
　
堀
　
井
　
秀
　
昭

　
　
　
　
　
　
横
　
山
　
邦
　
和

　
　
　
　
　
　
市
　
川
　
基
　
矩

　
　
　
　
　
　
門
　
脇
　
俊
　
照

　
　
　
　
　
　
藤
　
木
　
邦
　
明

　
　
　
　
　
　
谷
　
口
　
　
　
勇

　
　
　
　
　
　
　

表
　
彰

受章者を代表してあいさつする加島英俊副議長

教
育
予
算
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

庄
原
市
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
条
例

庄
原
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び

　
　
　
　
　
　
　
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

庄
原
市
旅
費
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

庄
原
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

庄
原
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

庄
原
市
生
涯
学
習
施
設
設
置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

庄
原
市
保
育
所
設
置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

庄
原
市
へ
き
地
保
育
所
設
置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

庄
原
市
子
育
て
支
援
施
設
設
置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

庄
原
市
歯
科
診
療
所
設
置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

庄
原
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

庄
原
市
生
活
安
全
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

庄
原
市
農
業
振
興
施
設
設
置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

合
併
前
の
庄
原
市
に
お
け
る
非
常
勤
消
防
団
員
公
務
災
害
補
償
の

　
　
　
　
　
　
経
過
措
置
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

平
成
二
十
年
度
庄
原
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
一
号
）

平
成
二
十
年
度
庄
原
市
住
宅
資
金
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
一
号
）

平
成
二
十
年
度
庄
原
市
歯
科
診
療
所
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
一
号
）

平
成
二
十
年
度
庄
原
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
一
号
）

平
成
二
十
年
度
庄
原
市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
一
号
）

平
成
二
十
年
度
庄
原
市
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
一
号
）

平
成
二
十
年
度
庄
原
市
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
補
正
予
算（
第
一
号
）

平
成
二
十
年
度
庄
原
市
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
一
号
）

平
成
二
十
年
度
庄
原
市
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
一
号
）

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

同
　
意

同
　
意

同
　
意

同
　
意

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

庄
原
市
土
地
開
発
公
社
定
款
の
変
更
に
つ
い
て

庄
原
市
農
業
委
員
会
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て

推
　
薦

議　　　　　案

条　　　例予　　　算一　般一般 一般

議選発議
平
成
二
十
年
六
月

定
例
会
議
決
結
果

会
期
　
六
月
十
九
日
か
ら
六
月
二
十
七
日
ま
で  

九
日
間

可決された意見書可決された意見書

１．きめ細かい教育の実現のため、義務制第8次・高校第7次教職員定数改善計画を
　　実施すること。

２．義務教育費国庫負担制度について、国負担率を2分の1に復元することを含め、
　　制度を堅持すること。

３．学校施設整備費、就学援助・奨学金など教育予算の充実のため、地方交付税を含む
　　国の予算を拡充すること。

４．教職員の人材を確保するため、教職員給与の財源を確保・充実すること。

広島県庄原市議会　　　

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出します。

　　平成20年６月27日

 　子どもたちに豊かな教育を保障することは、社会の基盤づくりにとって極めて重要です。
　しかし、義務教育費国庫負担金の負担割合が2分の1から3分の1に縮小されたことや地方交付
税削減の影響、厳しい地方財政の状況など、地方自治体において必要な教育予算を確保することは
困難となっています。
　このため、学校施設などを含めて教育条件の地域間格差も広がりつつあります。一方、就学援助
受給者の増大に現れているように、低所得者層の拡大・固定化が進んでおり、家計の所得の違いが
教育格差につながってきています。
　地方自治体の財政力や保護者の収入の違いにより、子どもたちが受ける「教育水準」に格差があ
ってはなりません。
　日本の教育予算は、GDP比に占める教育費の割合や教職員数などに見られるように、OECD諸
国に比べて脆弱であると言わざるを得ません｡
　教育は、未来への先行投資です。次世代を担う子どもたちがどこに生まれ育ったとしても、ひと
しく良質な教育が受けられるようにしなければなりません。
　そのため、教育予算を国としてしっかりと確保・充実させる必要があります。
　よって、国におかれては、教育予算の拡充のため、次の事項を実現されるよう強く求めます。

6月定例会

教育予算の拡充を求める意見書教育予算の拡充を求める意見書

なお、この意見書は次のところに宛てて提出しています。

内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣、文部科学大臣



2日目

3日目
5
月

6
月

7
月

5・6・7月

動き議 会のの

初　日

しょうばら市議会だより　2008 . 8 4しょうばら市議会だより　2008 . 85

問

問

問

答

答

答

答

内
外
と
も
に
地
震
の
被
害

が
深
刻
だ
。学
校
の
耐
震
化

を
急
ぐ
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。今

後
の
建
て
替
え
の
計
画
は
ど
う
な

る
か
。

実
施
計
画
�
前
倒
�
�
含

�
�
耐
震
化
�
急
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
意
見
�
�
�本
市

�
場
合
�
今
年
度
及
�
二
十
一
年

度
�
�
�
�
計
画
�
�
�
実
施
�

�
�
�
�
�
�
�小
学
校
�
校
�
校

舎
及
�
中
学
校
一
校
�
校
舎
�屋
内

運
動
場
�
除
�
�
�
耐
震
化
事
業

�
概
�
完
了
�
�
予
定
�
��
�
建

�
替
�
�
要
望
�
強
�
庄
原
中
学

校
�
校
舎
�
�
�
�
�
�昭
和
四
十

五
年
�
建
築
後
大
規
模
改
造
�
行

�
�
�既
�
三
十
七
年
�
経
過
�
�

�
�
�
�長
期
総
合
計
画
�
後
期
実

施
計
画
�
計
上
�
�
�
�
�
改
築

順
位
�
優
先
校
�
�
�
取
�
組
�

必
要
�
�
�
�
考
�
�
�
�
�

 

ア
レ
ル
ギ
ー
に
対
す
る
取

り
組
み
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が

配
布
さ
れ
た
。ア
ト
ピ
ー
を
含
め
対

象
と
な
る
疾
患
の
取
り
組
み
は
徹

底
さ
れ
て
い
る
か
。い
じ
め
を
起
こ

さ
せ
な
い
健
康
教
育
は
さ
れ
て
い

る
か
。

�
�
�
�
�
本
市
�
各
学

校
�
�
�
�
�
保
健
指
導
�

定
期
健
康
診
断
�保
護
者
�
�
�
申

�
出
等
�
�
�
�児
童
生
徒
�
�
�

�
�
�
疾
患
�
含
�
健
康
全
般
�

�
�
�
状
況
�
把
握
�
�
�
�
�各

学
校
�
�
��
�
�
�
�
疾
患
�
決

�
�
稀
�
疾
患
�
�
�
�
�
�
�

認
識
�
立
�
�保
護
者
�医
療
機
関
�

関
係
者
等
連
携
�
�
�適
切
�
実
態

把
握
�
�
�
実
態
�
応
�
�
取
�

組
�
�
実
施
�
�
�
�
�引
�
続
�

�
�
�
�
各
学
校
�
取
�
組
�
�

支
援
�
�
�
�
�関
係
学
校
長
�
要

請
�
応
�
関
係
機
関
�
紹
介
�事
例

�
提
供
�健
康
診
断
等
�
支
援
�
�

�
�
�
��
�
�
�
起
�
�
�
�
�

�
�
健
康
教
育
�
�
�
�
�
�学
校

及
�
学
級
�
各
種
�
�
�
�
�
�

疾
患
�
持
�
子
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
前
提
�
�
�医
学
的

�
見
�
正
確
�
知
識
�
思
�
込
�

�
�
�
過
度
�
危
機
意
識
�
持
�

�
�
�
�
�
�
�
�人
権
�
関
�
�

配
慮
�
踏
�
�
�健
康
教
育
�
推
進

�
�
�
�
�

横
路
政
之
議
員
�
�
�
他
�
質
問

�
成
人
式
�
記
念
品
�
�
�
�

コ
ン
サ
ル
の
結
果
待
ち
の

状
況
だ
が
、市
民
病
院
の
経

営
改
革
に
対
す
る
考
え
を
伺
う
。

市
民
病
院
�
存
続
�
地
域

医
療
�
確
保
�
�
�
�
��

�
�
�
角
度
�
�
適
切
�
判
断
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
��
�
�

�
�経
営
改
革
検
討
委
員
会
�
設
置

�
�
�広
�
市
民
�
皆
様
�
�
�
意

見
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

得
�
中
�
�九
月
�
�
�
経
営
改
革

�
�
�
�
策
定
�
�五
年
後
�
見
据

�
�
経
営
改
革
�
行
�
�経
営
健
全

化
�
果
�
�
�安
定
�
�
経
営
�
下

�
良
質
�
医
療
�
継
続
�
�
提
供

�
�
�
病
院
�
�
�
�
�
�
�
�今

後
�
運
営
形
態
�
�
将
来
的
�
段
階

的
�
改
革
�
含
�
検
討
�
�
当
面
�

現
在
�
運
営
形
態
�
�
�
地
方
公

営
企
業
法
�
一
部
適
用
�
�
�
�
�
�

全
部
適
用
�
�
�
管
理
者
�
設
置

�
�
�
運
営
�
行
�
�
�
含
�
�今

年
度
中
�
判
断
�
�
�
�
�
�
�

 

チ
ッ
プ
の
価
格
が
高
く
、品

質
が
悪
い
関
係
で
、使
用
量

も
他
に
比
較
し
て
格
段
に
多
い
と

聞
く
が
、状
況
は
ど
う
な
の
か
。

価
格
設
定
�
�
�
�
�
�当

時
�
灯
油
価
格
�
基
�
燃

料
費
�
削
減
�
�
�
�
�
試
算
�

�
設
計
�
�
�
�
�
�現
�
五
月
末

時
点
�
昨
年
度
�
比
較
�
�
�
��

�
計
画
�
�
�
燃
料
費
�
削
減
及

�
灯
油
使
用
量
�
削
減
�
実
現
�

�
�
�
�
�
考
�
�
�
�
��
�
�

�
品
質
確
保
�
努
�
�
�
�
�
�木

質
�
�
�
�
使
用
量
�
多
寡
�
�

�
�
�
�
天
候
�
気
温
等
�
条
件
�

施
設
�
利
用
状
況
等
�
�
�
影
響

�
受
�
�
�
�
�
��
�
原
因
�
直

�
�
品
質
�
言
�
切
�
�
�
�
�

�
�
�
�

一 般 質 問
ここが聞きたい!

学
校
の
耐
震
化

西
城
市
民
病
院
の
経
営
改
革

横路　政之議員
よこ　ろ まさ  ゆき

横山　邦和議員
よこ やま くに  かず

学
校
の
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
に

　
　
　
　
対
す
る
取
り
組
み

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ハ
ウ
ス
東
城
の

     

チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー
の
状
況

2日

9日
19日
20日
29日

環境・新エネルギー問題調査特別委員会
議員全員協議会
第2回市議会臨時会
議会運営委員会
総務財政常任委員会
教育民生常任委員会
産業建設常任委員会
議会広報委員会
議会広報委員会
教育民生調査会
議会運営委員会
環境・新エネルギー問題調査特別委員会

3日
4日
5日

10日
11日

13日
19日

20日

24日

27日

教育民生調査会
産業建設調査会
総務財政調査会
産業建設調査会
観光資源活用調査特別委員会
議員全員協議会
議会運営委員会
議会運営委員会
議員全員協議会
第3回市議会定例会
第3回市議会定例会
議会運営委員会
総務財政常任委員会
第3回市議会定例会
議員全員協議会
教育民生常任委員会
産業建設常任委員会
議会運営委員会
第3回市議会定例会
観光資源活用調査特別委員会
農業自立戦略調査特別委員会

8～10日

8日

11日
17日
18日

22～24日

31日～
8月2日

総務財政常任委員会　行政視察
（鹿児島県鹿屋市）

教育民生常任委員会　所管施設調査
教育民生常任委員会
議会運営委員会
農業自立戦略調査特別委員会
教育民生常任委員会
第4回市議会臨時会
議員全員協議会
議会広報委員会
教育民生常任委員会　行政視察

（徳島県阿波市、愛媛県松山市、香川県善通寺市）

産業建設常任委員会　行政視察
（大分県宇佐市、熊本県小国町、福岡県岡垣町）

最終日

平成20年6月定例会では13名の議員が一般質問を行いました。
この記事は要旨をまとめたものです。

問

●庄原市ふるさと応援寄附条例
　地方税法の改正による地方公共団体への寄附金税制の見直しに
伴い、寄附金の取扱い等を定めるため、条例を制定するものです。

原案可決

●庄原市子育て支援施設設置及び管理条例の一部を改
　正する条例

　庄原市実留子育て支援施設を廃止するため、所要の改正を行う
ものです。

原案可決

6月定例会 《主な議案》

さとやまの風景



2日目

3日目
5
月

6
月

7
月

5・6・7月
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問

問

問

答

答

答

答

内
外
と
も
に
地
震
の
被
害

が
深
刻
だ
。学
校
の
耐
震
化

を
急
ぐ
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。今

後
の
建
て
替
え
の
計
画
は
ど
う
な

る
か
。

実
施
計
画
�
前
倒
�
�
含

�
�
耐
震
化
�
急
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
意
見
�
�
�本
市

�
場
合
�
今
年
度
及
�
二
十
一
年

度
�
�
�
�
計
画
�
�
�
実
施
�

�
�
�
�
�
�
�小
学
校
�
校
�
校

舎
及
�
中
学
校
一
校
�
校
舎
�屋
内

運
動
場
�
除
�
�
�
耐
震
化
事
業

�
概
�
完
了
�
�
予
定
�
��
�
建

�
替
�
�
要
望
�
強
�
庄
原
中
学

校
�
校
舎
�
�
�
�
�
�昭
和
四
十

五
年
�
建
築
後
大
規
模
改
造
�
行

�
�
�既
�
三
十
七
年
�
経
過
�
�

�
�
�
�長
期
総
合
計
画
�
後
期
実

施
計
画
�
計
上
�
�
�
�
�
改
築

順
位
�
優
先
校
�
�
�
取
�
組
�

必
要
�
�
�
�
考
�
�
�
�
�

 

ア
レ
ル
ギ
ー
に
対
す
る
取

り
組
み
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が

配
布
さ
れ
た
。ア
ト
ピ
ー
を
含
め
対

象
と
な
る
疾
患
の
取
り
組
み
は
徹

底
さ
れ
て
い
る
か
。い
じ
め
を
起
こ

さ
せ
な
い
健
康
教
育
は
さ
れ
て
い

る
か
。

�
�
�
�
�
本
市
�
各
学

校
�
�
�
�
�
保
健
指
導
�

定
期
健
康
診
断
�保
護
者
�
�
�
申

�
出
等
�
�
�
�児
童
生
徒
�
�
�

�
�
�
疾
患
�
含
�
健
康
全
般
�

�
�
�
状
況
�
把
握
�
�
�
�
�各

学
校
�
�
��
�
�
�
�
疾
患
�
決

�
�
稀
�
疾
患
�
�
�
�
�
�
�

認
識
�
立
�
�保
護
者
�医
療
機
関
�

関
係
者
等
連
携
�
�
�適
切
�
実
態

把
握
�
�
�
実
態
�
応
�
�
取
�

組
�
�
実
施
�
�
�
�
�引
�
続
�

�
�
�
�
各
学
校
�
取
�
組
�
�

支
援
�
�
�
�
�関
係
学
校
長
�
要

請
�
応
�
関
係
機
関
�
紹
介
�事
例

�
提
供
�健
康
診
断
等
�
支
援
�
�

�
�
�
��
�
�
�
起
�
�
�
�
�

�
�
健
康
教
育
�
�
�
�
�
�学
校

及
�
学
級
�
各
種
�
�
�
�
�
�

疾
患
�
持
�
子
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
前
提
�
�
�医
学
的

�
見
�
正
確
�
知
識
�
思
�
込
�

�
�
�
過
度
�
危
機
意
識
�
持
�

�
�
�
�
�
�
�
�人
権
�
関
�
�

配
慮
�
踏
�
�
�健
康
教
育
�
推
進

�
�
�
�
�

横
路
政
之
議
員
�
�
�
他
�
質
問

�
成
人
式
�
記
念
品
�
�
�
�

コ
ン
サ
ル
の
結
果
待
ち
の

状
況
だ
が
、市
民
病
院
の
経

営
改
革
に
対
す
る
考
え
を
伺
う
。

市
民
病
院
�
存
続
�
地
域

医
療
�
確
保
�
�
�
�
��

�
�
�
角
度
�
�
適
切
�
判
断
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
��
�
�

�
�経
営
改
革
検
討
委
員
会
�
設
置

�
�
�広
�
市
民
�
皆
様
�
�
�
意

見
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

得
�
中
�
�九
月
�
�
�
経
営
改
革

�
�
�
�
策
定
�
�五
年
後
�
見
据

�
�
経
営
改
革
�
行
�
�経
営
健
全

化
�
果
�
�
�安
定
�
�
経
営
�
下

�
良
質
�
医
療
�
継
続
�
�
提
供

�
�
�
病
院
�
�
�
�
�
�
�
�今

後
�
運
営
形
態
�
�
将
来
的
�
段
階

的
�
改
革
�
含
�
検
討
�
�
当
面
�

現
在
�
運
営
形
態
�
�
�
地
方
公

営
企
業
法
�
一
部
適
用
�
�
�
�
�
�

全
部
適
用
�
�
�
管
理
者
�
設
置

�
�
�
運
営
�
行
�
�
�
含
�
�今

年
度
中
�
判
断
�
�
�
�
�
�
�

 

チ
ッ
プ
の
価
格
が
高
く
、品

質
が
悪
い
関
係
で
、使
用
量

も
他
に
比
較
し
て
格
段
に
多
い
と

聞
く
が
、状
況
は
ど
う
な
の
か
。

価
格
設
定
�
�
�
�
�
�当

時
�
灯
油
価
格
�
基
�
燃

料
費
�
削
減
�
�
�
�
�
試
算
�

�
設
計
�
�
�
�
�
�現
�
五
月
末

時
点
�
昨
年
度
�
比
較
�
�
�
��

�
計
画
�
�
�
燃
料
費
�
削
減
及

�
灯
油
使
用
量
�
削
減
�
実
現
�

�
�
�
�
�
考
�
�
�
�
��
�
�

�
品
質
確
保
�
努
�
�
�
�
�
�木

質
�
�
�
�
使
用
量
�
多
寡
�
�

�
�
�
�
天
候
�
気
温
等
�
条
件
�

施
設
�
利
用
状
況
等
�
�
�
影
響

�
受
�
�
�
�
�
��
�
原
因
�
直

�
�
品
質
�
言
�
切
�
�
�
�
�

�
�
�
�

一 般 質 問
ここが聞きたい!

学
校
の
耐
震
化

西
城
市
民
病
院
の
経
営
改
革

横路　政之議員
よこ　ろ まさ  ゆき

横山　邦和議員
よこ やま くに  かず

学
校
の
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
に

　
　
　
　
対
す
る
取
り
組
み

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ハ
ウ
ス
東
城
の

     

チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー
の
状
況

2日

9日
19日
20日
29日

環境・新エネルギー問題調査特別委員会
議員全員協議会
第2回市議会臨時会
議会運営委員会
総務財政常任委員会
教育民生常任委員会
産業建設常任委員会
議会広報委員会
議会広報委員会
教育民生調査会
議会運営委員会
環境・新エネルギー問題調査特別委員会

3日
4日
5日

10日
11日

13日
19日

20日

24日

27日

教育民生調査会
産業建設調査会
総務財政調査会
産業建設調査会
観光資源活用調査特別委員会
議員全員協議会
議会運営委員会
議会運営委員会
議員全員協議会
第3回市議会定例会
第3回市議会定例会
議会運営委員会
総務財政常任委員会
第3回市議会定例会
議員全員協議会
教育民生常任委員会
産業建設常任委員会
議会運営委員会
第3回市議会定例会
観光資源活用調査特別委員会
農業自立戦略調査特別委員会

8～10日

8日

11日
17日
18日

22～24日

31日～
8月2日

総務財政常任委員会　行政視察
（鹿児島県鹿屋市）

教育民生常任委員会　所管施設調査
教育民生常任委員会
議会運営委員会
農業自立戦略調査特別委員会
教育民生常任委員会
第4回市議会臨時会
議員全員協議会
議会広報委員会
教育民生常任委員会　行政視察

（徳島県阿波市、愛媛県松山市、香川県善通寺市）

産業建設常任委員会　行政視察
（大分県宇佐市、熊本県小国町、福岡県岡垣町）

最終日

平成20年6月定例会では13名の議員が一般質問を行いました。
この記事は要旨をまとめたものです。

問

●庄原市ふるさと応援寄附条例
　地方税法の改正による地方公共団体への寄附金税制の見直しに
伴い、寄附金の取扱い等を定めるため、条例を制定するものです。

原案可決

●庄原市子育て支援施設設置及び管理条例の一部を改
　正する条例

　庄原市実留子育て支援施設を廃止するため、所要の改正を行う
ものです。

原案可決

6月定例会 《主な議案》

さとやまの風景



一般質問一般質問

ここが聞きたい!ここが聞きたい!
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問

問

問

問

問

答

答

答

答 答

�
�
�
�
�
�
�
�現
時
点
�
�
当

初
�
計
画
�
�
�
�
数
値
効
果
�

表
�
�
�
�
�
考
�
�
�
�稼
動
開

始
�
�
�
�
二
�
月
�
�
�
�他
�

同
�
規
模
�性
能
�
�
�
�
�
�
�

比
較
�
基
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
集
計
�
�
�
�
�
�
�使
用
量

�
変
動
等
�
�
�
�
�
�今
後
集
積

�
�
�
�
�
等
�
�
詳
細
�
分
析

�
�
�
�
必
要
�
�
�
�

横
山
邦
和
議
員
�
�
�
他
�
質
問

�
農
政
�
展
望
�

�
定
住
対
策
�
�
�
�

本
市
と
し
て
備
北
材
を
使

用
し
た
木
造
住
宅
の
建
築

に
対
し
助
成
す
る
制
度
な
ど
を
創

設
し
、地
元
産
材
の
供
給
拡
大
や
流

通
を
促
進
し
、林
業
の
振
興
を
図
る

と
と
も
に
、住
宅
産
業
に
活
気
を
取

り
戻
し
、雇
用
の
拡
大
や
所
得
の
増

加
な
ど
地
域
経
済
の
振
興
を
図
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、所
見
を

伺
う
。

庄
原
市
地
域
木
材
利
用
促

進
協
議
会
�
報
告
�
�
�
�
�

市
内
�
森
林
組
合
�
事
業
者
�
�

�
素
材
�
生
産
�
�年
間
約
九
千

3

m

�
�
�県
内
�
森
林
組
合
関
係
�
生

産
量
�
約
五
十
一
�
占
�
�
�
�
�

�
�
他
�民
間
�
事
業
者
�
�
�
生

産
量
�
含
�
�
�
三
万
五
千

3

m
�

�
�
�
�備
北
材
�
産
地
�
�
�
高

�
実
績
�
�
�
��
�
�
�
環
境
�

生
�
�
�
�
�
�木
材
�
産
地
化
�

進
�
豊
富
�
資
源
�
多
様
�
活
用

�
�
�
�
�
�
�
�高
�
所
得
�
得

�
�
�
地
域
産
業
�
�
�
育
成
�

�
�
�
必
要
�
�
�
�本
市
�
�
�

�
�
�林
業
�
基
幹
産
業
�
一
�
�

�
�
位
置
�
�
�本
市
�
�
�
�
資

源
循
環
型
農
林
業
�
街
��
�
�
�

�
�
�
�
構
想
�
庄
原
市
�
�
�

�
�
産
業
団
地
構
想
�
�
�
�
�木

質
�
�
�
�
�
�
有
効
�
利
活
用

�
�
資
源
循
環
�
�
�
�
�
構
築

�
関
連
施
設
�
整
備
�
計
画
�
�建

築
資
材
等
木
材
需
要
�
拡
大
�
広

大
�
森
林
�
持
�
公
益
的
機
能
再
生
�

�
�
�
新
�
�
�
�
�
�
�
活
用

�
�
森
林
資
源
�
地
産
地
消
�
多

様
�
利
用
�
推
進
�
�
�
�
�備
北

材
�
使
用
�
�
住
宅
建
築
�
�
助

成
制
度
�
�
�
�
�
�木
材
�
地
産

地
消
�
大
�
�
貢
献
�
�
制
度
�
�

備
北
�
木
�
家
�
作
�
会
�
備
北

�
�
�
�
住
宅
�
�
�
等
�関
係
団

体
�
関
係
機
関
等
�
連
携
�
�
�
�

木
材
生
産
�
�
商
品
�
到
�
�
�

�
�
�
研
究
開
発
及
�
地
域
産
材

認
証
�
仕
組
�
�
�
�
�
確
立
�

�
�
�
�
�
�
�
�林
業
経
営
意
欲

�
増
進
�
備
北
材
消
費
拡
大
�
�
�
�

支
援
制
度
創
出
�
向
�
�具
体
的
�

取
�
組
�
�
�
�
�
�
�

県
で
は
十
八
年
度
か
ら
の

五
年
間
に
お
い
て
、総
合
計

画「
元
気
挑
戦
プ
ラ
ン
」を
推
進
し

て
い
る
が
、本
年
度
か
ら
厳
選
し
た

三
つ
の
分
野
の
取
り
組
み
を
加
速

さ
せ
る
一
つ
の
分
野
に
、新
た
な
過

疎
対
策
事
業
を
打
ち
出
し
た
。こ
の

事
業
は
三
十
三
億
円
余
り
の
予
算

で
取
り
組
ま
れ
る
が
、本
市
の
よ
う

な
典
型
的
な
過
疎
地
域
は
、積
極
的

か
つ
戦
略
的
に
こ
の
事
業
に
取
り

組
む
べ
き
と
思
う
が
、ど
う
対
応
す

る
の
か
。新

�
�
過
疎
対
策
�
�
過
疎

地
域
�
深
刻
�
課
題
�
解

決
�
�
�
�
�
支
援
�
受
�
止
�

�
�
�
��
�
�
�
当
初
予
算
�
�
�

市
民
生
活
�
必
要
�
交
通
手
段
確

保
�
向
�
�
交
通
�
�
�
�
�
確

立
�
�
�
�
生
活
交
通
路
線
維
持

費
等
補
助
及
�
乗
合
�
�
�
�
�

地
域
生
活
�
�
運
行
委
託
�
�
�
�

事
業
費
�
二
億
三
千
四
百
十
五
万

五
千
円
�
�
��
�
県
�
市
町
生
活

交
通
支
援
事
業
�
�
�
�二
千
五
百

九
十
六
万
円
�
充
当
�
�
�
�
�
�

情
報
通
信
格
差
�
是
正
�
向
�
�

高
速
情
報
通
信
環
境
�
整
備
�
�
�
�

�
�
�
�
未
対
応
局
舎
�
整
備
事

業
費
�
二
億
七
百
六
万
八
千
円
�
�
�

�
�
県
�
�
�
�
�
�
�
�
基
盤

整
備
促
進
事
業
�
�
�
一
億
百
万

円
�
充
当
�
�
�
�
�
�
�
財
政
健

全
化
�
向
�
�
公
債
費
負
担
�
軽

減
�
図
�
�
�
�市
町
振
興
資
金
無

利
子
貸
付
枠
�
活
用
�
�簡
易
水
道

整
備
事
業
特
別
会
計
及
�
水
道
事

業
会
計
�
総
額
七
億
二
千
七
百
万

円
�
繰
上
償
還
�
行
�
�積
極
的
�

�
精
力
的
�
事
業
�
展
開
�
推
進

�
図
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
過
疎

対
策
�
�過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別

措
置
法
�
二
十
二
年
三
月
末
�
失

効
�
�
�
�過
疎
地
域
�
果
�
�
�

�
�
多
面
的
�
公
益
的
機
能
�
今
後

�
�
維
持
�
�
�
�
�
�
�
�
�引

�
続
�
過
疎
地
域
�
振
興
�
図
�
�

�
�
�
暮
�
�
人
�
�
生
活
�
支

�
�
�
�
�
�
�
極
�
�
重
要
�

�
方
針
�
�
�
�新
過
疎
対
策
法
制

定
�
向
�
�
�市
長
会
�
内
陸
部
振

興
対
策
協
議
会
�全
国
過
疎
地
域
自

立
促
進
連
盟
�
�
�
通
�
�
要
望

�
行
�
�
�
�
�

合
併
後
の
本
市
は
、周
辺
部

の
商
・
工
業
統
計
調
査
に
基

づ
い
て
対
策
を
図
ら
れ
て
い
る
と

思
う
が
、こ
こ
一
、二
カ
月
の
原
油
・

原
材
料
高
は
価
格
転
換
の
困
難
な

中
小
企
業
の
経
営
を
悪
化
さ
せ
て

い
る
。数
値
を
把
握
す
る
こ
と
か
ら

原
因
、分
析
、対
策
を
伺
う
。

本
市
全
体
�
商
業
統
計
�

速
報
数
値
�
次
�
�
�
�
�

一
店
舗
当
�
�
�
就
業
者
数
�年
間

商
品
販
売
額
�
売
場
面
積
�
�
�
増

加
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
個
人

商
店
�
�
郊
外
型
�
大
型
店
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
消
費
者
�
流
�
�
変
化
�
�個
人

商
店
�
廃
業
�
進
�
�
�
�
�
中

心
市
街
地
�
魅
力
�
薄
�
�
結
果

�
�
�
�
推
測
�
�
�
�
�今
後
�
�

人
口
減
少
�
少
子
高
齢
化
�
進
�
中
�

中
心
市
街
地
�
有
�
�
�
�
�
�

�
�
�
相
互
扶
助
��
�
�
�
�
継

続
実
施
��
�
�
�
�
地
域
�
特
性

�
�
�
�
�
�
風
情
�文
化
�
�
�

強
�
�
活
�
�
�
活
動
�
促
進
�
�

�
�
�
�
�
暮
�
�
�
�
�
�
�

再
生
�
積
極
的
�
取
�
組
�
�
�

�
�
�
�

工
業
統
計
及
�
建
設
業
事
業
所
数

及
�
従
業
者
数
�
�次
�
�
�
�
�

事
業
所
数
�従
業
者
数
�
減
少
�
�

�
�
�
�
関
�
�
�
�一
事
業
所
当

�
�
�
従
業
者
数
及
�
製
造
品
出

荷
額
等
�
増
加
�
�
�
�
背
景
�
�
�

小
�
�
事
業
所
�
廃
業
�
�
反
面

大
�
�
事
業
所
�
�
�
�
�
�景
気

�
上
向
�
�
合
�
�
製
造
品
出
荷

額
等
�
伸
�
�
示
�
�
�
�
�
推

測
�
�
�
�
�取
�
巻
�
状
況
�
厳

�
�
�
��
�
�
�
�
産
学
官
連
携

推
進
機
構
�
活
用
�
�
新
産
業
�

創
出
�
地
場
産
業
�
育
成
��
�
�

�
新
規
企
業
�
誘
致
�
積
極
的
�

推
進
�
�
雇
用
�
場
�
確
保
�
雇
用

条
件
�
整
備
�
含
�
�事
業
所
数
�

増
加
�
地
域
産
業
�
活
性
化
�
図

�
�
�
�
�
�
�

赤
木
忠
德
議
員
�
�
�
他
�
質
問

�
宝
�
眠
�
�
�
�
�

①
妊
産
婦
健
診
の
受
診
券

を
十
四
回
に
拡
充
す
る
お

考
え
は
。

②
産
科
医
師
不
足
の
中
、日
赤
病
院

へ
院
内
助
産
所
を
開
設
し
て
は
ど

う
か
。そ
の
可
能
性
は
。

�
本
市
�
�
�
�
�
�今
年

度
�健
診
項
目
内
容
�
示
�

�
�
受
診
票
五
枚
�
交
付
�
加
�
�

本
市
独
自
�
健
診
体
制
�
�
�
��

�
�
五
枚
�
基
本
検
診
用
受
診
票

�
交
付
�
�
計
十
枚
�
交
付
�
�
積

極
的
�
対
応
�
図
�
�
�
�
�現
行

�
十
枚
�
堅
持
�
�妊
産
婦
�
心
身

�
健
康
保
持
�
努
�
�
�
�
�
�
�

�
助
産
師
�
活
用
�
�
助
産
所
�

開
設
�
�
�
法
整
備
�
含
�
�
多
�

�
課
題
�
�
�
�
�産
婦
人
科
医
師

�
確
保
�
困
難
�
状
況
�
�
�
�
�
�

庄
原
赤
十
字
病
院
内
�
�
助
産
所

�
開
設
�
最
善
�
方
策
�
考
�
�

�
�
�
今
後
�
引
�
続
�
�
助
産
所

�
開
設
�
可
能
�
�
�
環
境
整
備

�
�
�
�
�
国
�
県
�
要
望
�
�
�

�
�
�

 

①
改
正
地
震
防
災
法
の
成

立
で
学
校
耐
震
化
を
三
年

間
で
促
進
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。耐

震
対
策
を
早
期
に
実
施
、完
了
す
べ

き
で
は
。

②
す
べ
て
の
学
校
へ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

配
備
計
画
は
。

�
二
十
一
年
度
�
�
�
�

小
学
校
二
校
�
中
学
校
一
校

�
校
舎
�屋
内
運
動
場
�
除
�
�
耐

震
化
事
業
�
概
�
完
了
�
�
予
定
�
�

�
�
�
庄
原
�
東
城
小
学
校
�
及
�

庄
原
中
学
校
�
校
舎
�屋
内
運
動
場

等
�
建
物
�
��
�
�
�
耐
震
工
事

�
行
�
場
合
��
�
�
�
概
算
�
四

�
七
億
円
�
事
業
費
�
必
要
�
見

込
�
�
�
�
�
�施
設
�
建
�
替
�

�
前
提
�
�
�
�
�
二
十
二
年
度

�
�
�
長
期
総
合
計
画
�
後
期
実

施
計
画
�
取
�
組
�
�
�
�

�
本
市
�
小
中
学
校
�
�
�
�
�

�
�
�
配
備
率
�
二
十
四
�
一
�
�

中
学
校
�
�
�
�
�
�
�
�
活
動

�
始
�
�学
校
内
�
�
�
�
危
険
度

�
高
�
�
思
�
�
�
�
�
�早
急
�

東
城
地
域
�
中
学
校
�
配
備
�
�
�
�

県
内
�
�
�
�
�
優
先
的
�
学
校

�
配
備
�
�
気
運
�
高
�
�
�
�

�
�
現
状
�
鑑
�
��
�
�
�
�
早

�
時
期
�
全
校
配
置
�
実
現
�
�
�
�

谷
口
隆
明
議
員
�
�
�
他
�
質
問

�
庄
原
市
�
農
業
再
生
�
�
�
�

�
原
油
高
騰
対
策
�
�
�
�

教
育
問
題
に
つ
い
て

備
北
材
の
利
用
促
進
と

住
宅
建
築
に
対
す
る
助
成
を

過
去
を
検
証
し
新
し
い

　
　
目
標
に
向
け
て
進
も
う

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み

育
て
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
を

広
島
県
の
平
成
二
十
年
度

新
た
な
過
疎
対
策
事
業
へ
の

　
　
　
取
り
組
み
に
つ
い
て

バイオマスチップサイロ（リフレッシュハウス東城）

竹内　光義議員
たけ うち みつ よし

赤木　忠德議員
あか   ぎ ただ  のり

谷口　隆明議員
たに ぐち たか  あき

中原　　巧議員
なか  はら たくみ

57,754㎡（93㎡）

19年度【合併後】16年度【合併前】

小売業の
事業所数 679 620

就業者数 3,097人（4.6人） 3,026人（4.9人）

年間商品
販売高

375億9,731万円
（5,537万円）

404億250万円
（6,517万円）

売場面積 59,671㎡（88㎡）

※（　）内は1店舗当たり

※（　）内は1事業所当たり

18年度【合併後】16年度【合併前】

工業
事業所数 111 102

従業員数 2,628人（23.7人）2,476人（24.3人）

製造品
出荷額等

438億9,700万円
（3億9,547万円）

453億9,400万円
（4億4,503万円）

建設業
事業所数 268 268

従業者数 2,241人（8.4人） 1,942人（7.2人）
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問

問

問

問

問

答

答

答

答 答

�
�
�
�
�
�
�
�現
時
点
�
�
当

初
�
計
画
�
�
�
�
数
値
効
果
�

表
�
�
�
�
�
考
�
�
�
�稼
動
開

始
�
�
�
�
二
�
月
�
�
�
�他
�

同
�
規
模
�性
能
�
�
�
�
�
�
�

比
較
�
基
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
集
計
�
�
�
�
�
�
�使
用
量

�
変
動
等
�
�
�
�
�
�今
後
集
積

�
�
�
�
�
等
�
�
詳
細
�
分
析

�
�
�
�
必
要
�
�
�
�

横
山
邦
和
議
員
�
�
�
他
�
質
問

�
農
政
�
展
望
�

�
定
住
対
策
�
�
�
�

本
市
と
し
て
備
北
材
を
使

用
し
た
木
造
住
宅
の
建
築

に
対
し
助
成
す
る
制
度
な
ど
を
創

設
し
、地
元
産
材
の
供
給
拡
大
や
流

通
を
促
進
し
、林
業
の
振
興
を
図
る

と
と
も
に
、住
宅
産
業
に
活
気
を
取

り
戻
し
、雇
用
の
拡
大
や
所
得
の
増

加
な
ど
地
域
経
済
の
振
興
を
図
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、所
見
を

伺
う
。

庄
原
市
地
域
木
材
利
用
促

進
協
議
会
�
報
告
�
�
�
�
�

市
内
�
森
林
組
合
�
事
業
者
�
�

�
素
材
�
生
産
�
�年
間
約
九
千

3

m

�
�
�県
内
�
森
林
組
合
関
係
�
生

産
量
�
約
五
十
一
�
占
�
�
�
�
�

�
�
他
�民
間
�
事
業
者
�
�
�
生

産
量
�
含
�
�
�
三
万
五
千

3

m
�

�
�
�
�備
北
材
�
産
地
�
�
�
高

�
実
績
�
�
�
��
�
�
�
環
境
�

生
�
�
�
�
�
�木
材
�
産
地
化
�

進
�
豊
富
�
資
源
�
多
様
�
活
用

�
�
�
�
�
�
�
�高
�
所
得
�
得

�
�
�
地
域
産
業
�
�
�
育
成
�

�
�
�
必
要
�
�
�
�本
市
�
�
�

�
�
�林
業
�
基
幹
産
業
�
一
�
�

�
�
位
置
�
�
�本
市
�
�
�
�
資

源
循
環
型
農
林
業
�
街
��
�
�
�

�
�
�
�
構
想
�
庄
原
市
�
�
�

�
�
産
業
団
地
構
想
�
�
�
�
�木

質
�
�
�
�
�
�
有
効
�
利
活
用

�
�
資
源
循
環
�
�
�
�
�
構
築

�
関
連
施
設
�
整
備
�
計
画
�
�建

築
資
材
等
木
材
需
要
�
拡
大
�
広

大
�
森
林
�
持
�
公
益
的
機
能
再
生
�

�
�
�
新
�
�
�
�
�
�
�
活
用

�
�
森
林
資
源
�
地
産
地
消
�
多

様
�
利
用
�
推
進
�
�
�
�
�備
北

材
�
使
用
�
�
住
宅
建
築
�
�
助

成
制
度
�
�
�
�
�
�木
材
�
地
産

地
消
�
大
�
�
貢
献
�
�
制
度
�
�

備
北
�
木
�
家
�
作
�
会
�
備
北

�
�
�
�
住
宅
�
�
�
等
�関
係
団

体
�
関
係
機
関
等
�
連
携
�
�
�
�

木
材
生
産
�
�
商
品
�
到
�
�
�

�
�
�
研
究
開
発
及
�
地
域
産
材

認
証
�
仕
組
�
�
�
�
�
確
立
�

�
�
�
�
�
�
�
�林
業
経
営
意
欲

�
増
進
�
備
北
材
消
費
拡
大
�
�
�
�

支
援
制
度
創
出
�
向
�
�具
体
的
�

取
�
組
�
�
�
�
�
�
�

県
で
は
十
八
年
度
か
ら
の

五
年
間
に
お
い
て
、総
合
計

画「
元
気
挑
戦
プ
ラ
ン
」を
推
進
し

て
い
る
が
、本
年
度
か
ら
厳
選
し
た

三
つ
の
分
野
の
取
り
組
み
を
加
速

さ
せ
る
一
つ
の
分
野
に
、新
た
な
過

疎
対
策
事
業
を
打
ち
出
し
た
。こ
の

事
業
は
三
十
三
億
円
余
り
の
予
算

で
取
り
組
ま
れ
る
が
、本
市
の
よ
う

な
典
型
的
な
過
疎
地
域
は
、積
極
的

か
つ
戦
略
的
に
こ
の
事
業
に
取
り

組
む
べ
き
と
思
う
が
、ど
う
対
応
す

る
の
か
。新

�
�
過
疎
対
策
�
�
過
疎

地
域
�
深
刻
�
課
題
�
解

決
�
�
�
�
�
支
援
�
受
�
止
�

�
�
�
��
�
�
�
当
初
予
算
�
�
�

市
民
生
活
�
必
要
�
交
通
手
段
確

保
�
向
�
�
交
通
�
�
�
�
�
確

立
�
�
�
�
生
活
交
通
路
線
維
持

費
等
補
助
及
�
乗
合
�
�
�
�
�

地
域
生
活
�
�
運
行
委
託
�
�
�
�

事
業
費
�
二
億
三
千
四
百
十
五
万

五
千
円
�
�
��
�
県
�
市
町
生
活

交
通
支
援
事
業
�
�
�
�二
千
五
百

九
十
六
万
円
�
充
当
�
�
�
�
�
�

情
報
通
信
格
差
�
是
正
�
向
�
�

高
速
情
報
通
信
環
境
�
整
備
�
�
�
�

�
�
�
�
未
対
応
局
舎
�
整
備
事

業
費
�
二
億
七
百
六
万
八
千
円
�
�
�

�
�
県
�
�
�
�
�
�
�
�
基
盤

整
備
促
進
事
業
�
�
�
一
億
百
万

円
�
充
当
�
�
�
�
�
�
�
財
政
健

全
化
�
向
�
�
公
債
費
負
担
�
軽

減
�
図
�
�
�
�市
町
振
興
資
金
無

利
子
貸
付
枠
�
活
用
�
�簡
易
水
道

整
備
事
業
特
別
会
計
及
�
水
道
事

業
会
計
�
総
額
七
億
二
千
七
百
万

円
�
繰
上
償
還
�
行
�
�積
極
的
�

�
精
力
的
�
事
業
�
展
開
�
推
進

�
図
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
過
疎

対
策
�
�過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別

措
置
法
�
二
十
二
年
三
月
末
�
失

効
�
�
�
�過
疎
地
域
�
果
�
�
�

�
�
多
面
的
�
公
益
的
機
能
�
今
後

�
�
維
持
�
�
�
�
�
�
�
�
�引

�
続
�
過
疎
地
域
�
振
興
�
図
�
�

�
�
�
暮
�
�
人
�
�
生
活
�
支

�
�
�
�
�
�
�
極
�
�
重
要
�

�
方
針
�
�
�
�新
過
疎
対
策
法
制

定
�
向
�
�
�市
長
会
�
内
陸
部
振

興
対
策
協
議
会
�全
国
過
疎
地
域
自

立
促
進
連
盟
�
�
�
通
�
�
要
望

�
行
�
�
�
�
�

合
併
後
の
本
市
は
、周
辺
部

の
商
・
工
業
統
計
調
査
に
基

づ
い
て
対
策
を
図
ら
れ
て
い
る
と

思
う
が
、こ
こ
一
、二
カ
月
の
原
油
・

原
材
料
高
は
価
格
転
換
の
困
難
な

中
小
企
業
の
経
営
を
悪
化
さ
せ
て

い
る
。数
値
を
把
握
す
る
こ
と
か
ら

原
因
、分
析
、対
策
を
伺
う
。

本
市
全
体
�
商
業
統
計
�

速
報
数
値
�
次
�
�
�
�
�

一
店
舗
当
�
�
�
就
業
者
数
�年
間

商
品
販
売
額
�
売
場
面
積
�
�
�
増

加
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
個
人

商
店
�
�
郊
外
型
�
大
型
店
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
消
費
者
�
流
�
�
変
化
�
�個
人

商
店
�
廃
業
�
進
�
�
�
�
�
中

心
市
街
地
�
魅
力
�
薄
�
�
結
果

�
�
�
�
推
測
�
�
�
�
�今
後
�
�

人
口
減
少
�
少
子
高
齢
化
�
進
�
中
�

中
心
市
街
地
�
有
�
�
�
�
�
�

�
�
�
相
互
扶
助
��
�
�
�
�
継

続
実
施
��
�
�
�
�
地
域
�
特
性

�
�
�
�
�
�
風
情
�文
化
�
�
�

強
�
�
活
�
�
�
活
動
�
促
進
�
�

�
�
�
�
�
暮
�
�
�
�
�
�
�

再
生
�
積
極
的
�
取
�
組
�
�
�

�
�
�
�

工
業
統
計
及
�
建
設
業
事
業
所
数

及
�
従
業
者
数
�
�次
�
�
�
�
�

事
業
所
数
�従
業
者
数
�
減
少
�
�

�
�
�
�
関
�
�
�
�一
事
業
所
当

�
�
�
従
業
者
数
及
�
製
造
品
出

荷
額
等
�
増
加
�
�
�
�
背
景
�
�
�

小
�
�
事
業
所
�
廃
業
�
�
反
面

大
�
�
事
業
所
�
�
�
�
�
�景
気

�
上
向
�
�
合
�
�
製
造
品
出
荷

額
等
�
伸
�
�
示
�
�
�
�
�
推

測
�
�
�
�
�取
�
巻
�
状
況
�
厳

�
�
�
��
�
�
�
�
産
学
官
連
携

推
進
機
構
�
活
用
�
�
新
産
業
�

創
出
�
地
場
産
業
�
育
成
��
�
�

�
新
規
企
業
�
誘
致
�
積
極
的
�

推
進
�
�
雇
用
�
場
�
確
保
�
雇
用

条
件
�
整
備
�
含
�
�事
業
所
数
�

増
加
�
地
域
産
業
�
活
性
化
�
図

�
�
�
�
�
�
�

赤
木
忠
德
議
員
�
�
�
他
�
質
問

�
宝
�
眠
�
�
�
�
�

①
妊
産
婦
健
診
の
受
診
券

を
十
四
回
に
拡
充
す
る
お

考
え
は
。

②
産
科
医
師
不
足
の
中
、日
赤
病
院

へ
院
内
助
産
所
を
開
設
し
て
は
ど

う
か
。そ
の
可
能
性
は
。

�
本
市
�
�
�
�
�
�今
年

度
�健
診
項
目
内
容
�
示
�

�
�
受
診
票
五
枚
�
交
付
�
加
�
�

本
市
独
自
�
健
診
体
制
�
�
�
��

�
�
五
枚
�
基
本
検
診
用
受
診
票

�
交
付
�
�
計
十
枚
�
交
付
�
�
積

極
的
�
対
応
�
図
�
�
�
�
�現
行

�
十
枚
�
堅
持
�
�妊
産
婦
�
心
身

�
健
康
保
持
�
努
�
�
�
�
�
�
�

�
助
産
師
�
活
用
�
�
助
産
所
�

開
設
�
�
�
法
整
備
�
含
�
�
多
�

�
課
題
�
�
�
�
�産
婦
人
科
医
師

�
確
保
�
困
難
�
状
況
�
�
�
�
�
�

庄
原
赤
十
字
病
院
内
�
�
助
産
所

�
開
設
�
最
善
�
方
策
�
考
�
�

�
�
�
今
後
�
引
�
続
�
�
助
産
所

�
開
設
�
可
能
�
�
�
環
境
整
備

�
�
�
�
�
国
�
県
�
要
望
�
�
�

�
�
�

 

①
改
正
地
震
防
災
法
の
成

立
で
学
校
耐
震
化
を
三
年

間
で
促
進
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。耐

震
対
策
を
早
期
に
実
施
、完
了
す
べ

き
で
は
。

②
す
べ
て
の
学
校
へ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

配
備
計
画
は
。

�
二
十
一
年
度
�
�
�
�

小
学
校
二
校
�
中
学
校
一
校

�
校
舎
�屋
内
運
動
場
�
除
�
�
耐

震
化
事
業
�
概
�
完
了
�
�
予
定
�
�

�
�
�
庄
原
�
東
城
小
学
校
�
及
�

庄
原
中
学
校
�
校
舎
�屋
内
運
動
場

等
�
建
物
�
��
�
�
�
耐
震
工
事

�
行
�
場
合
��
�
�
�
概
算
�
四

�
七
億
円
�
事
業
費
�
必
要
�
見

込
�
�
�
�
�
�施
設
�
建
�
替
�

�
前
提
�
�
�
�
�
二
十
二
年
度

�
�
�
長
期
総
合
計
画
�
後
期
実

施
計
画
�
取
�
組
�
�
�
�

�
本
市
�
小
中
学
校
�
�
�
�
�

�
�
�
配
備
率
�
二
十
四
�
一
�
�

中
学
校
�
�
�
�
�
�
�
�
活
動

�
始
�
�学
校
内
�
�
�
�
危
険
度

�
高
�
�
思
�
�
�
�
�
�早
急
�

東
城
地
域
�
中
学
校
�
配
備
�
�
�
�

県
内
�
�
�
�
�
優
先
的
�
学
校

�
配
備
�
�
気
運
�
高
�
�
�
�

�
�
現
状
�
鑑
�
��
�
�
�
�
早

�
時
期
�
全
校
配
置
�
実
現
�
�
�
�

谷
口
隆
明
議
員
�
�
�
他
�
質
問

�
庄
原
市
�
農
業
再
生
�
�
�
�

�
原
油
高
騰
対
策
�
�
�
�

教
育
問
題
に
つ
い
て

備
北
材
の
利
用
促
進
と

住
宅
建
築
に
対
す
る
助
成
を

過
去
を
検
証
し
新
し
い

　
　
目
標
に
向
け
て
進
も
う

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み

育
て
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
を

広
島
県
の
平
成
二
十
年
度

新
た
な
過
疎
対
策
事
業
へ
の

　
　
　
取
り
組
み
に
つ
い
て

バイオマスチップサイロ（リフレッシュハウス東城）

竹内　光義議員
たけ うち みつ よし

赤木　忠德議員
あか   ぎ ただ  のり

谷口　隆明議員
たに ぐち たか  あき

中原　　巧議員
なか  はら たくみ

57,754㎡（93㎡）

19年度【合併後】16年度【合併前】

小売業の
事業所数 679 620

就業者数 3,097人（4.6人） 3,026人（4.9人）

年間商品
販売高

375億9,731万円
（5,537万円）

404億250万円
（6,517万円）

売場面積 59,671㎡（88㎡）

※（　）内は1店舗当たり

※（　）内は1事業所当たり

18年度【合併後】16年度【合併前】

工業
事業所数 111 102

従業員数 2,628人（23.7人）2,476人（24.3人）

製造品
出荷額等

438億9,700万円
（3億9,547万円）

453億9,400万円
（4億4,503万円）

建設業
事業所数 268 268

従業者数 2,241人（8.4人） 1,942人（7.2人）



一般質問一般質問

ここが聞きたい!ここが聞きたい!
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問

問 問

問問

問 答

答 答

答答

答
子
育
て
支
援
事
業
は
子
育

て
家
庭
に
は
糧
と
な
り
、出

産
の
一
助
に
は
な
る
も
の
の
一
過

的
で
あ
り
、長
ら
く
続
く
不
況
で
は

継
続
的
な
負
担
軽
減
の
方
向
が
よ

り
効
果
を
も
た
ら
す
の
で
は
な
い

か
と
考
え
る
が
、所
見
を
伺
う
。

最
近
�
�
�
�
�
価
格
�

上
昇
�
�
�
�
関
連
�
�

物
価
高
�
�子
育
�
家
庭
�
�
経
済

的
負
担
�
増
�
�
�
�
�子
育
�
支

援
事
業
�
出
産
祝
�
金
制
度
�
�開

始
以
来
四
年
目
�
�
�
�市
民
�
中

�
定
着
�
�
�
�
�
�
�出
産
後
�

経
済
的
負
担
�
軽
減
�
寄
与
�
�

�
�
�
考
�
�
�
�
�出
産
祝
�
金

制
度
�
�当
面
継
続
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�保
育
料
�
軽
減
�
�
子
育
�

家
庭
�
等
�
�
負
担
�
軽
減
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�子
育
�
家

庭
�
�
継
続
的
�
負
担
�
軽
減
�

�
�
�
�
�他
�
優
�
�
良
�
�
�

�
�
�
�
�検
討
�
�
�
�
�
�

 

四
月
よ
り
市
内
小
学
校
が

九
校
閉
鎖
さ
れ
、二
十
一
校

の
体
制
で
再
ス
タ
ー
ト
し
た
。

①
統
合
後
の
児
童
の
学
校
生
活
の

実
態
は
。

②
統
合
後
、新
た
な
課
題
は
生
ま
れ

て
な
い
の
か
。

�
校
長
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�校
長
�
学
校
�

�
�
�
�
�
�
�
基
�
�
組
織
的
�

計
画
的
�
取
�
組
�
�
�
�
�六
校

�
�
児
童
�
新
�
�
学
習
環
境
�生

活
環
境
�
円
滑
�
適
応
�
�新
�
�

友
達
�
�
�
�
�
�
�
�
�
勉
学

�
励
�
�
�
�
�

�
適
正
配
置
後
�
�
児
童
�
学
習
�

生
活
面
�
�
新
�
�
課
題
�
報
告

�
受
�
�
�
�
�
�現
状
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
運
用
�
�
�

�
夏
期
休
業
中
�
学
習
指
導
�水
泳

指
導
�
際
�
運
用
�
学
校
�保
護
者

�
協
議
�
�
�
�
�
�
今
後
�
�
冬

期
�
適
切
�
�
�
�
�
�
�
�
運

用
�
�
�
�
�
協
議
�
進
�
�
�

�
予
定
�
�

宇
江
田
豊
彦
議
員
�
�
�
他
�
質
問

�
�
�
�
�
�
�
�
�
実
現
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

①
緑
資
源
幹
線
林
道
支
線
、

高
尾
小
坂
線
の
一
年
間
の

経
過
は
。状
況
変
化
に
対
し
ど
う
要

望
し
た
の
か
。今
後
ど
う
対
処
す
る

つ
も
り
か
。

②
県
道
中
領
家
庄
原
線
の
総
領
地

分
は
、県
の
道
路
整
備
計
画
に
登
載

さ
れ
た
の
か
。こ
の
ま
ま
県
道
改
良

の
見
通
し
が
つ
か
な
い
場
合
、県
道

を
市
道
に
払
い
下
げ
を
受
け
、国
費

の
ロ
ー
カ
ル
路
線
と
し
て
整
備
す

る
考
え
は
な
い
か
。

�
高
尾
小
坂
線
庄
原
�
三
和

区
間
�
事
業
実
施
�
�
�西

城
�
東
城
区
間
完
了
後
引
�
続
�
着

手
�
�
�
�十
九
年
度
�
�
環
境
�

�
�
�
着
手
�
予
定
�
�
�
�
�緑

資
源
機
構
�
問
題
�
�
�
現
在
実

施
�
�
�
�
�
�
��
�
�
�庄
原
�

三
和
区
間
�
�総
領
地
域
�
�
西
城
�

東
城
地
域
�
�
連
絡
道
路
�
�
�
�

地
域
間
�
�
�
�
�
�
�
形
成
�

大
�
�
役
割
�
果
�
�
�
考
�
�

�
�
�当
該
林
道
�
寄
�
�
期
待
�

大
�
�
�昨
年
�
県
農
林
水
産
部
�

本
市
�
主
要
事
業
�
�
�
要
望
活

動
�
行
�
�
�
県
内
全
路
線
�
全
区

間
�
�
�
唯
一
�
未
着
手
区
間
�

�
�
�
�今
後
県
�
対
�
今
�
�
同

様
�早
期
整
備
�
強
�
要
望
�
�
�

�
�
�
�

�
広
島
県
新
道
路
整
備
計
画
�
見

直
�
�
�
期
間
�
二
十
五
年
�
�

三
年
延
長
�
�
内
容
�
�調
整
会
議

�
開
催
�
�
県
�
案
�
示
�
�
�
�

�
�
中
�
二
十
年
度
�
�
�
三
年

間
�
�
中
領
家
庄
原
線
�
野
谷
工

区
�
完
成
�五
箇
工
区
�
事
業
継
続

�
�
�
�
�
�
�新
�
�
整
備
区
間

�
登
載
�
現
在
施
工
中
�
工
事
�

完
了
見
通
�
�
前
提
�
思
�
�
�
�

県
道
中
領
家
庄
原
線
�
市
道
�
�

払
�
下
�
�
�道
路
法
�
規
定
�
基

�
�
県
道
�
�
�
�
位
置
�
�
�

�
�
�
払
�
下
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
当
面
�
中
領
家

庄
原
線
�
県
�
整
備
計
画
�
登
載

�
�
�
�
区
間
�
早
期
完
成
�
引

�
続
�
強
�
要
請
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
未
着
手
区
間
�
�
新
�
�
導

入
�
�
�
道
路
改
良
再
生
事
業
�

�
�
待
避
所
等
�
設
置
�
今
年
度

要
望
�
�
�
�
�秋
頃
�
�
予
算
�

確
定
�
�
情
報
�
伺
�
�
�
�
�今

後
�
限
�
�
�
事
業
予
算
�
中
�

沿
線
住
民
�
�
�
�
�
市
民
�
安
心
�

安
全
確
保
�
�
�
�県
�
実
施
�
�

道
路
事
業
�
対
�
積
極
的
�
要
望

�
行
�
�
�
�
�

今
後
農
業
を
中
心
と
し
た

地
域
事
務
所
の
存
続
に
希

望
が
見
え
た
と
新
聞
報
道
さ
れ
た
。

実
態
は
ど
う
な
の
か
。

県
行
政
�
�
�
�
改
革
推

進
懇
話
会
�
�
�
�
�
地
域

事
務
所
�
廃
止
�
�総
務
�
税
務
�
厚

生
環
境
�
農
林
水
産
�
建
設
�
現
地

事
務
所
�
三
次
市
�
�
集
約
�
基

本
�
�
�
�
�
�
�農
林
水
産
�建
設
�

総
務
部
門
�
庄
原
�三
次
�
候
補
地

�
�
総
合
的
�
検
討
�
�
�
�
県

�
最
終
提
言
�
�
�
�
�最
終
判
断

�
委
�
�
�
�
�直
近
�
県
�
�
�

情
報
�
�
�
�
�現
地
事
務
所
�
位

置
�
�各
地
域
�
中
心
都
市
�
�
集

約
�
基
本
�
�
�
�
�行
政
客
体
�

集
積
状
況
�
事
務
�
効
率
性
�
勘

案
�
�
上
�
決
定
�
�
�
�
�
�北

部
地
域
�
農
林
局
本
所
�
�耕
作
地

�
保
安
林
�
�
�
行
政
客
体
�
多

�
�
庄
原
市
�
集
積
�
�
�
�
�

�
�
念
頭
�
�
�
�
庄
原
市
�
�
�

建
設
局
�
関
�
�
�
�本
所
�
三
次

市
�
�
�
�
�
�
公
共
事
業
�
効

率
的
�
執
行
体
制
�
確
保
�
�
�
�
�

当
面
�庄
原
地
域
�
災
害
時
�
現
地

対
応
機
能
�
�
�
有
�
�
支
所
�

配
置
�
�
�
�
�
�
�
�
�

 

最
近
、制
度
の
見
直
し
が
一

部
図
ら
れ
て
き
て
い
る
が

今
後
ど
う
な
る
の
か
。

現
在
�
与
党
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
�
関
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�四
月
�

�
�
制
度
�
施
行
状
況
等
�
踏
�
�
�

保
険
料
軽
減
対
策
�
�保
険
料
�
徴

収
方
法
�診
療
報
酬
�
�
八
項
目
�

柱
�
�
�
改
善
策
�
取
�
�
�
�

�
�
�
�二
十
一
年
度
�
�
�
保
険

料
�
軽
減
対
策
�
�
��
所
得
�
低

�
方
�
�
配
慮
�
�
�
�七
割
軽
減

世
帯
�
�
�
�後
期
高
齢
者
医
療
制

度
�
被
保
険
者
全
員
�
年
金
収
入

八
十
万
円
以
下
�
世
帯
�
�
�
�
�

九
割
軽
減
���
年
金
�
�
�
保
険
料

徴
収
�
�
�
�
�
�一
定
�
条
件
�

満
�
�
�
�申
�
出
�
�
�
�
普
通

徴
収
�
�
�
�
�
�
�
�
�
��
�

�
�
�
�
制
度
�
�
�
多
�
�
課
題

�
問
題
点
�
�
�
�
�国
民
皆
保
険

制
度
�
将
来
�
�
�
�
堅
持
�
�

�
�
�今
後
�
�
必
要
�
�
認
識
�

立
�
�
制
度
改
正
�
当
�
�
�
�
�

�
�
�
�
所
得
�
低
�
方
�
保
険

料
負
担
�
対
�
�
配
慮
�
国
民
�

信
頼
�
確
保
�
�
�
制
度
改
正
�

望
�
�
�
�
�

小
谷
鶴
義
議
員
�
�
�
他
�
質
問

�
定
住
促
進
�
�
�
�

�
農
業
委
員
会
�
�
�
�

新
庁
舎
に
設
置
さ
れ
る
ペ

レ
ッ
ト
ボ
イ
ラ
ー
は
大
型

で
性
能
も
高
く
、時
代
の
先
端
を
行

く
も
の
で
、近
隣
自
治
体
か
ら
の
視

察
も
予
想
さ
れ
る
。そ
の
ボ
イ
ラ
ー

等
の
設
備
を
環
境
啓
発
観
光
施
設

と
し
て
利
用
し
て
は
ど
う
か
。こ
だ

わ
り
の
記
念
品
や
食
事
を
提
供
す

る
エ
リ
ア
を
事
業
費
三
千
万
円
の

二
十
年
度
ま
ち
な
か
空
き
店
舗
活

用
整
備
事
業
で
行
う
と
い
う
の
は

ど
う
か
。

新
庁
舎
�
�
�
�
�
�
�

�
�
等
�
設
備
�
環
境
啓

発
観
光
施
設
�
�
�
利
用
�
�
�

�
�
�
�
�
提
案
�
�
�
現
在
�
視

察
�
対
応
�
�
�
本
市
内
�
�
�

�
�
�
関
連
施
設
�
巡
�
�
�
�

�
�
�
�
�民
間
事
業
者
�
対
�
行

政
�
連
携
�
�
取
�
組
�
�
提
案
�
�

申
�
込
�
受
付
�宿
泊
施
設
�
交
通

手
段
�
手
配
�
説
明
員
�
確
保
�
料

金
設
定
�
�
�
仕
組
�
�
�
�
�

�
�
�
検
討
�
�
�
�
�
�
�
�
提

案
�
�
�
�
�
空
�
店
舗
活
用
事

業
�
集
客
�
図
�
魅
力
�
�
�
�

�
�
�環
境
�
�
�
�
�
�
�
商
品

�
�
�
�
�
�
食
事
�
提
供
�
�大

切
�
要
素
�
�
�
�
�
�
�
�
思
�
�

今
後
�
事
業
計
画
�
中
�
検
討
�

�
�
�
�
�
�来
年
�
�
新
庁
舎
�

完
成
�
�
�
��
�
�
�
�
市
民
�

皆
�
�
�
対
�
�
集
中
的
�
�
�

�
�
�
可
能
�
�
�
�新
庁
舎
�
�

�
�
拠
点
性
�
高
�
�
�市
街
地
�

�
波
及
効
果
�
期
待
�
�
�
�
考

�
�
�
�
�
�
�
�
新
庁
舎
�
利
用

者
�
対
�
�
利
便
性
�
向
上
�
図

�
�
�
�路
線
�
�
等
�
乗
�
入
�

�
�
�
�
�
�
�関
係
機
関
�
協
議

�
進
�
�
�
�
��
�
�
�
事
業
�

連
鎖
的
�
広
�
�
�
�
�
�美
�
�

公
園
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
高
�
�新
�
�
出
店
�
誘
発

�
�
�
�
�
��
�
�
�
�
暮
�
�

�
�
�
�
�
�
再
生
�
�
�
�
�
�
�

中
心
市
街
地
�
活
性
化
�
取
�
組

�
�
�
�
�

林
高
正
議
員
�
�
�
他
�
質
問

�
庄
原
保
育
所
�
未
満
児
保
育
�

�
特
例
延
長
保
育
�
現
状
�
�
�
�

�
四
月
�
�
再
配
置
�
�
�
小
学

�
校
�
現
状
�
�
�
�

地
域
事
務
所
の
存
続

学
校
再
配
置
後
の
状
況

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

子
育
て
支
援
事
業
の

　
　
　
　
　
今
後
の
あ
り
方

中
心
市
街
地
の

　
　
活
性
化
へ
の
取
り
組
み

支
所
間
三
十
分

道
路
網
整
備
促
進
構
想
の

　
　
　
　
具
現
化
に
つ
い
て

宇江田豊彦議員
う     え    だ とよ  ひこ

秋山　　愿議員
あき やま すなお

小谷　鶴義議員
こ　だに つる  よし

林　　高正議員
はやし たか まさ

全校児童で安全マップづくり（板橋小学校）

県道中領家庄原線　未着手区間（総領町五箇）



一般質問一般質問

ここが聞きたい!ここが聞きたい!
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問

問 問

問問

問 答

答 答

答答

答
子
育
て
支
援
事
業
は
子
育

て
家
庭
に
は
糧
と
な
り
、出

産
の
一
助
に
は
な
る
も
の
の
一
過

的
で
あ
り
、長
ら
く
続
く
不
況
で
は

継
続
的
な
負
担
軽
減
の
方
向
が
よ

り
効
果
を
も
た
ら
す
の
で
は
な
い

か
と
考
え
る
が
、所
見
を
伺
う
。

最
近
�
�
�
�
�
価
格
�

上
昇
�
�
�
�
関
連
�
�

物
価
高
�
�子
育
�
家
庭
�
�
経
済

的
負
担
�
増
�
�
�
�
�子
育
�
支

援
事
業
�
出
産
祝
�
金
制
度
�
�開

始
以
来
四
年
目
�
�
�
�市
民
�
中

�
定
着
�
�
�
�
�
�
�出
産
後
�

経
済
的
負
担
�
軽
減
�
寄
与
�
�

�
�
�
考
�
�
�
�
�出
産
祝
�
金

制
度
�
�当
面
継
続
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�保
育
料
�
軽
減
�
�
子
育
�

家
庭
�
等
�
�
負
担
�
軽
減
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�子
育
�
家

庭
�
�
継
続
的
�
負
担
�
軽
減
�

�
�
�
�
�他
�
優
�
�
良
�
�
�

�
�
�
�
�検
討
�
�
�
�
�
�

 

四
月
よ
り
市
内
小
学
校
が

九
校
閉
鎖
さ
れ
、二
十
一
校

の
体
制
で
再
ス
タ
ー
ト
し
た
。

①
統
合
後
の
児
童
の
学
校
生
活
の

実
態
は
。

②
統
合
後
、新
た
な
課
題
は
生
ま
れ

て
な
い
の
か
。

�
校
長
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�校
長
�
学
校
�

�
�
�
�
�
�
�
基
�
�
組
織
的
�

計
画
的
�
取
�
組
�
�
�
�
�六
校

�
�
児
童
�
新
�
�
学
習
環
境
�生

活
環
境
�
円
滑
�
適
応
�
�新
�
�

友
達
�
�
�
�
�
�
�
�
�
勉
学

�
励
�
�
�
�
�

�
適
正
配
置
後
�
�
児
童
�
学
習
�

生
活
面
�
�
新
�
�
課
題
�
報
告

�
受
�
�
�
�
�
�現
状
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
運
用
�
�
�

�
夏
期
休
業
中
�
学
習
指
導
�水
泳

指
導
�
際
�
運
用
�
学
校
�保
護
者

�
協
議
�
�
�
�
�
�
今
後
�
�
冬

期
�
適
切
�
�
�
�
�
�
�
�
運

用
�
�
�
�
�
協
議
�
進
�
�
�

�
予
定
�
�

宇
江
田
豊
彦
議
員
�
�
�
他
�
質
問

�
�
�
�
�
�
�
�
�
実
現
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

①
緑
資
源
幹
線
林
道
支
線
、

高
尾
小
坂
線
の
一
年
間
の

経
過
は
。状
況
変
化
に
対
し
ど
う
要

望
し
た
の
か
。今
後
ど
う
対
処
す
る

つ
も
り
か
。

②
県
道
中
領
家
庄
原
線
の
総
領
地

分
は
、県
の
道
路
整
備
計
画
に
登
載

さ
れ
た
の
か
。こ
の
ま
ま
県
道
改
良

の
見
通
し
が
つ
か
な
い
場
合
、県
道

を
市
道
に
払
い
下
げ
を
受
け
、国
費

の
ロ
ー
カ
ル
路
線
と
し
て
整
備
す

る
考
え
は
な
い
か
。

�
高
尾
小
坂
線
庄
原
�
三
和

区
間
�
事
業
実
施
�
�
�西

城
�
東
城
区
間
完
了
後
引
�
続
�
着

手
�
�
�
�十
九
年
度
�
�
環
境
�

�
�
�
着
手
�
予
定
�
�
�
�
�緑

資
源
機
構
�
問
題
�
�
�
現
在
実

施
�
�
�
�
�
�
��
�
�
�庄
原
�

三
和
区
間
�
�総
領
地
域
�
�
西
城
�

東
城
地
域
�
�
連
絡
道
路
�
�
�
�

地
域
間
�
�
�
�
�
�
�
形
成
�

大
�
�
役
割
�
果
�
�
�
考
�
�

�
�
�当
該
林
道
�
寄
�
�
期
待
�

大
�
�
�昨
年
�
県
農
林
水
産
部
�

本
市
�
主
要
事
業
�
�
�
要
望
活

動
�
行
�
�
�
県
内
全
路
線
�
全
区

間
�
�
�
唯
一
�
未
着
手
区
間
�

�
�
�
�今
後
県
�
対
�
今
�
�
同

様
�早
期
整
備
�
強
�
要
望
�
�
�

�
�
�
�

�
広
島
県
新
道
路
整
備
計
画
�
見

直
�
�
�
期
間
�
二
十
五
年
�
�

三
年
延
長
�
�
内
容
�
�調
整
会
議

�
開
催
�
�
県
�
案
�
示
�
�
�
�

�
�
中
�
二
十
年
度
�
�
�
三
年

間
�
�
中
領
家
庄
原
線
�
野
谷
工

区
�
完
成
�五
箇
工
区
�
事
業
継
続

�
�
�
�
�
�
�新
�
�
整
備
区
間

�
登
載
�
現
在
施
工
中
�
工
事
�

完
了
見
通
�
�
前
提
�
思
�
�
�
�

県
道
中
領
家
庄
原
線
�
市
道
�
�

払
�
下
�
�
�道
路
法
�
規
定
�
基

�
�
県
道
�
�
�
�
位
置
�
�
�

�
�
�
払
�
下
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
当
面
�
中
領
家

庄
原
線
�
県
�
整
備
計
画
�
登
載

�
�
�
�
区
間
�
早
期
完
成
�
引

�
続
�
強
�
要
請
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
未
着
手
区
間
�
�
新
�
�
導

入
�
�
�
道
路
改
良
再
生
事
業
�

�
�
待
避
所
等
�
設
置
�
今
年
度

要
望
�
�
�
�
�秋
頃
�
�
予
算
�

確
定
�
�
情
報
�
伺
�
�
�
�
�今

後
�
限
�
�
�
事
業
予
算
�
中
�

沿
線
住
民
�
�
�
�
�
市
民
�
安
心
�

安
全
確
保
�
�
�
�県
�
実
施
�
�

道
路
事
業
�
対
�
積
極
的
�
要
望

�
行
�
�
�
�
�

今
後
農
業
を
中
心
と
し
た

地
域
事
務
所
の
存
続
に
希

望
が
見
え
た
と
新
聞
報
道
さ
れ
た
。

実
態
は
ど
う
な
の
か
。

県
行
政
�
�
�
�
改
革
推

進
懇
話
会
�
�
�
�
�
地
域

事
務
所
�
廃
止
�
�総
務
�
税
務
�
厚

生
環
境
�
農
林
水
産
�
建
設
�
現
地

事
務
所
�
三
次
市
�
�
集
約
�
基

本
�
�
�
�
�
�
�農
林
水
産
�建
設
�

総
務
部
門
�
庄
原
�三
次
�
候
補
地

�
�
総
合
的
�
検
討
�
�
�
�
県

�
最
終
提
言
�
�
�
�
�最
終
判
断

�
委
�
�
�
�
�直
近
�
県
�
�
�

情
報
�
�
�
�
�現
地
事
務
所
�
位

置
�
�各
地
域
�
中
心
都
市
�
�
集

約
�
基
本
�
�
�
�
�行
政
客
体
�

集
積
状
況
�
事
務
�
効
率
性
�
勘

案
�
�
上
�
決
定
�
�
�
�
�
�北

部
地
域
�
農
林
局
本
所
�
�耕
作
地

�
保
安
林
�
�
�
行
政
客
体
�
多

�
�
庄
原
市
�
集
積
�
�
�
�
�

�
�
念
頭
�
�
�
�
庄
原
市
�
�
�

建
設
局
�
関
�
�
�
�本
所
�
三
次

市
�
�
�
�
�
�
公
共
事
業
�
効

率
的
�
執
行
体
制
�
確
保
�
�
�
�
�

当
面
�庄
原
地
域
�
災
害
時
�
現
地

対
応
機
能
�
�
�
有
�
�
支
所
�

配
置
�
�
�
�
�
�
�
�
�

 

最
近
、制
度
の
見
直
し
が
一

部
図
ら
れ
て
き
て
い
る
が

今
後
ど
う
な
る
の
か
。

現
在
�
与
党
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
�
関
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�四
月
�

�
�
制
度
�
施
行
状
況
等
�
踏
�
�
�

保
険
料
軽
減
対
策
�
�保
険
料
�
徴

収
方
法
�診
療
報
酬
�
�
八
項
目
�

柱
�
�
�
改
善
策
�
取
�
�
�
�

�
�
�
�二
十
一
年
度
�
�
�
保
険

料
�
軽
減
対
策
�
�
��
所
得
�
低

�
方
�
�
配
慮
�
�
�
�七
割
軽
減

世
帯
�
�
�
�後
期
高
齢
者
医
療
制

度
�
被
保
険
者
全
員
�
年
金
収
入

八
十
万
円
以
下
�
世
帯
�
�
�
�
�

九
割
軽
減
���
年
金
�
�
�
保
険
料

徴
収
�
�
�
�
�
�一
定
�
条
件
�

満
�
�
�
�申
�
出
�
�
�
�
普
通

徴
収
�
�
�
�
�
�
�
�
�
��
�

�
�
�
�
制
度
�
�
�
多
�
�
課
題

�
問
題
点
�
�
�
�
�国
民
皆
保
険

制
度
�
将
来
�
�
�
�
堅
持
�
�

�
�
�今
後
�
�
必
要
�
�
認
識
�

立
�
�
制
度
改
正
�
当
�
�
�
�
�

�
�
�
�
所
得
�
低
�
方
�
保
険

料
負
担
�
対
�
�
配
慮
�
国
民
�

信
頼
�
確
保
�
�
�
制
度
改
正
�

望
�
�
�
�
�

小
谷
鶴
義
議
員
�
�
�
他
�
質
問

�
定
住
促
進
�
�
�
�

�
農
業
委
員
会
�
�
�
�

新
庁
舎
に
設
置
さ
れ
る
ペ

レ
ッ
ト
ボ
イ
ラ
ー
は
大
型

で
性
能
も
高
く
、時
代
の
先
端
を
行

く
も
の
で
、近
隣
自
治
体
か
ら
の
視

察
も
予
想
さ
れ
る
。そ
の
ボ
イ
ラ
ー

等
の
設
備
を
環
境
啓
発
観
光
施
設

と
し
て
利
用
し
て
は
ど
う
か
。こ
だ

わ
り
の
記
念
品
や
食
事
を
提
供
す

る
エ
リ
ア
を
事
業
費
三
千
万
円
の

二
十
年
度
ま
ち
な
か
空
き
店
舗
活

用
整
備
事
業
で
行
う
と
い
う
の
は

ど
う
か
。

新
庁
舎
�
�
�
�
�
�
�

�
�
等
�
設
備
�
環
境
啓

発
観
光
施
設
�
�
�
利
用
�
�
�

�
�
�
�
�
提
案
�
�
�
現
在
�
視

察
�
対
応
�
�
�
本
市
内
�
�
�

�
�
�
関
連
施
設
�
巡
�
�
�
�

�
�
�
�
�民
間
事
業
者
�
対
�
行

政
�
連
携
�
�
取
�
組
�
�
提
案
�
�

申
�
込
�
受
付
�宿
泊
施
設
�
交
通

手
段
�
手
配
�
説
明
員
�
確
保
�
料

金
設
定
�
�
�
仕
組
�
�
�
�
�

�
�
�
検
討
�
�
�
�
�
�
�
�
提

案
�
�
�
�
�
空
�
店
舗
活
用
事

業
�
集
客
�
図
�
魅
力
�
�
�
�

�
�
�環
境
�
�
�
�
�
�
�
商
品

�
�
�
�
�
�
食
事
�
提
供
�
�大

切
�
要
素
�
�
�
�
�
�
�
�
思
�
�

今
後
�
事
業
計
画
�
中
�
検
討
�

�
�
�
�
�
�来
年
�
�
新
庁
舎
�

完
成
�
�
�
��
�
�
�
�
市
民
�

皆
�
�
�
対
�
�
集
中
的
�
�
�

�
�
�
可
能
�
�
�
�新
庁
舎
�
�

�
�
拠
点
性
�
高
�
�
�市
街
地
�

�
波
及
効
果
�
期
待
�
�
�
�
考

�
�
�
�
�
�
�
�
新
庁
舎
�
利
用

者
�
対
�
�
利
便
性
�
向
上
�
図

�
�
�
�路
線
�
�
等
�
乗
�
入
�

�
�
�
�
�
�
�関
係
機
関
�
協
議

�
進
�
�
�
�
��
�
�
�
事
業
�

連
鎖
的
�
広
�
�
�
�
�
�美
�
�

公
園
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
高
�
�新
�
�
出
店
�
誘
発

�
�
�
�
�
��
�
�
�
�
暮
�
�

�
�
�
�
�
�
再
生
�
�
�
�
�
�
�

中
心
市
街
地
�
活
性
化
�
取
�
組

�
�
�
�
�

林
高
正
議
員
�
�
�
他
�
質
問

�
庄
原
保
育
所
�
未
満
児
保
育
�

�
特
例
延
長
保
育
�
現
状
�
�
�
�

�
四
月
�
�
再
配
置
�
�
�
小
学

�
校
�
現
状
�
�
�
�

地
域
事
務
所
の
存
続

学
校
再
配
置
後
の
状
況

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

子
育
て
支
援
事
業
の

　
　
　
　
　
今
後
の
あ
り
方

中
心
市
街
地
の

　
　
活
性
化
へ
の
取
り
組
み

支
所
間
三
十
分

道
路
網
整
備
促
進
構
想
の

　
　
　
　
具
現
化
に
つ
い
て

宇江田豊彦議員
う     え    だ とよ  ひこ

秋山　　愿議員
あき やま すなお

小谷　鶴義議員
こ　だに つる  よし

林　　高正議員
はやし たか まさ

全校児童で安全マップづくり（板橋小学校）

県道中領家庄原線　未着手区間（総領町五箇）



一般質問一般質問

ここが聞きたい!ここが聞きたい!

しょうばら市議会だより　2008 . 8 10しょうばら市議会だより　2008 . 811

問

問

問

問

答

答

答

答

答

①
出
力
五
百
四
十
ｋ
ｗ
の

ボ
イ
ラ
ー
能
力
と
ペ
レ
ッ

ト
の
年
間
消
費
量
六
十
二
ト
ン
で

新
庁
舎
の
冷
暖
房
が
す
べ
て
賄
え

る
の
か
。

②
ペ
レ
ッ
ト
ボ
イ
ラ
ー
導
入
に
伴
う

Ｃ
Ｏ

2

の
削
減
効
果
と
節
減
石
油
量

及
び
ペ
レ
ッ
ト
と
チ
ッ
プ
、そ
れ
ぞ

れ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
出
投
入
比
と

温
暖
化
防
止
貢
献
度
に
つ
い
て
伺
う
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

選
定
�
�
空
調
�
�
�
�
�

運
転
形
態
�
�
�
年
間
�
一
日
最

大
負
荷
�
対
応
�
�
�
機
器
�
選

定
�
�
�
�
�
�
�
�本
�
�
�
�

�
場
合
�負
荷
�
最
大
�
�
�
冷
房

期
�
運
転
�
�
冷
凍
機
四
百
二
十

一
�
�
�
負
荷
容
量
�
賄
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�五
百
四

十
�
�
�
定
額
出
力
�
機
器
�
選

定
�
�
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
組
�
合
�
�
�
運

転
�
�
�
�
�
�新
庁
舎
�
�
�
�

冷
暖
房
�
必
要
�
熱
源
�
供
給
�

�
�
�
考
�
�
�
�
�

�
�
�
導
入
�
伴
�
�
�

2

�
削
減

効
果
�
�年
九
十
一
�
九
�
�
�石
油

節
減
量
�
�約
八
万
四
千
�
�
�
�

�
試
算
�
�
�
�
�
�投
入
�
�
�

�
�
�
化
石
燃
料
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
産
出
投
入
比
�
除
�

�
�
�
�
�温
暖
化
防
止
貢
献
�
割

合
�
求
�
�
�
�
�
�
�
�
��
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
産

出
投
入
比
�
�製
造
場
所
�
使
用
�

�
�
�
�
等
�条
件
�
�
�
異
�
�
�

具
体
的
�
算
出
�
�
�
�
�
�
��

�
�
�
化
石
燃
料
�
使
�
�
�
�

効
率
的
�
生
産
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
導
入
�
�
�
�
�
�
�
�
��

�
�
�
�
産
出
投
入
比
�
�
�
�
�
�

安
定
燃
焼
�
取
�
扱
�
�
容
易
�
�

使
用
場
所
�
�
��
�
�
�
�
観
点

�
�
検
討
�
�
必
要
�
�
�
�新
庁

舎
�
空
調
設
備
�
�地
球
温
暖
化
防

止
等
�
観
点
�
�
�環
境
負
荷
�
少

�
�
新
�
�
�
�
�
�
�
�
木
質

�
�
�
�
�
熱
源
�
�
�
�
�
地

中
熱
熱
源
�
�
�
�
�
併
用
�
�

�
�
�
�
�
�
�
��
�
�
�
取
�

組
�
�
通
�
�
�直
面
�
�
地
球
温

暖
化
�
回
避
�
�持
続
可
能
�
循
環

型
社
会
�
構
築
�
�
�
�
�
�我
�

�
課
�
�
�
�
重
要
�
使
命
�
強

�
自
覚
�
�
�
�
�

①
公
立
病
院
の
役
割
を
果

た
し
、住
民
の
医
療
を
受
け

る
権
利
を
守
る
立
場
を
確
保
す
べ

き
と
思
う
が
ど
う
か
。

②
十
九
年
度
病
院
事
業
会
計
の
収

支
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

�
公
立
病
院
�
果
�
�
役

割
�
一
�
�
�
�
�過
疎
地

域
�
�
�
�
住
民
�
命
�
健
康
�

守
�
�
�
�
�
�
�
�
�
考
�
方

�
基
本
�
�
�
病
院
運
営
�
行
�

�
�
�
�安
定
�
�
良
質
�
医
療
�

継
続
�
�
提
供
�
�
�
�
�
�
経

営
�
健
全
性
�
確
保
�
�
�
�
�

�
必
要
�
�経
営
�
効
率
化
�
図
�
�

地
域
医
療
�
確
保
�
�
�
�
�二
度

目
�
経
営
�
�
�
�
�
�
�
�
導

入
�
�交
付
税
措
置
�
大
�
�
減
少

�
�
六
年
後
�
見
据
�
�
�抜
本
的

�
経
営
改
革
�
取
�
組
�
�
�
�
�

�
三
千
九
百
二
十
一
万
八
千
円
�

経
常
損
失
�
生
�
�
�大
�
�
要
因

�
�精
神
科
医
�
退
職
表
明
�
�
�

後
任
�
医
師
�
確
保
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�患
者
�
他
病
院
�
�
転

院
�
福
祉
施
設
等
�
�
紹
介
�
�
�
�

年
間
�
通
�
�
精
神
科
�
病
床
利

用
率
�
五
十
七
�
�
大
�
�
落
�

込
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�合
併

�
�
三
年
連
続
�
赤
字
�
生
�
�

�
�
�
�経
営
改
革
�
�
�
�
策
定

�
�
経
営
�
健
全
化
�
図
�
�
�
�
�

 

①
生
活
保
護
世
帯
の
中
で

高
齢
者
世
帯
、傷
病
者
世
帯

の
割
合
は
。

②
保
護
受
給
者
の
通
院
交
通
費
に

つ
い
て
の
通
知
に
対
す
る
対
応
は
。

�
五
月
�
�
�
�
本
市
�

生
活
保
護
世
帯
�
百
八
十

九
世
帯
��
�
高
齢
者
世
帯
�
八
十

五
世
帯
�
四
十
四
�
九
�
�
傷
病
者

世
帯
�
四
十
六
世
帯
�
二
十
四
�
三

�
�

�
四
月
�
生
活
保
護
法
�
�
�
医

療
扶
助
運
営
要
領
�
一
部
改
正
�

行
�
�
�移
送
�
給
付
決
定
�
関
�

�
審
査
等
�
�
�
�
通
知
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
具
体
的
�
基
準
�
示

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�給
付
対
象

�
最
寄
�
�
医
療
機
関
�
限
定
�

�
�
�
�
�
�身
体
障
害
等
�
公
共

交
通
機
関
�
利
用
�
著
�
�
困
難

�
場
合
��
�
�
�
�
地
等
�
�
�

公
共
交
通
機
関
�
�
通
院
費
用
�

著
�
�
高
額
�
�
�
場
合
等
�
限

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�本
市
�
場

合
�三
月
末
�
通
院
移
送
費
�
継
続

的
�
給
付
�
六
件
�
�
�
�
��
�

基
準
�
照
�
�
�
再
検
討
�
行
�
�

最
寄
�
�
医
療
機
関
�
�
�
�
認

�
�
�
�
三
件
�
�現
在
給
付
�
中

止
�
�
�
�
�

松
浦
昇
議
員
�
�
�
他
�
質
問

�
人
間
�
�
�
雇
用
�
実
現
�
�

�
�
�
�

�
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
�
廃
止

�
�
�
�
�

寄
附
金
の
活
用
目
的
を
明

確
に
し
て
対
応
す
べ
き
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

本
市
�
�
�
�
�
�
�
対
�
�

協
力
�
�
願
�
�
�
�
�

�
�
�新
�
�
財
源
�
確
保
�
�
�

�
��
�
�
�
納
税
制
度
�
伴
�
寄

附
金
�
取
�
扱
�
�
�
�
�
�
�

規
定
�
�
庄
原
市
�
�
�
�
応
援

寄
附
条
例
案
�
本
定
例
会
�
上
程

�
�
�
�
�
条
例
案
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
文
化
都

市
�
創
造
�
�
�
�
�
基
本
�
�

�
分
野
別
政
策
�
�
�
�
�
�
�
�

寄
附
者
�
寄
附
金
�
使
途
�
指
定

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�条
例
案

�
議
決
�
�
�
�
�
�
�
�
��
�

�
�
納
税
制
度
�
積
極
的
�
�
�

�
�
�
�
作
成
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
��
�
�
�
�
事
業

�
帰
属
�
�
具
体
的
�
施
策
�
掲

載
�
�
�
�
�
取
�
組
�
�
寄
附

者
�
意
向
�
最
大
限
反
映
�
�
事

業
�
実
施
�
�
�制
度
運
用
�
�
�

�
�
�
�
限
�
有
効
�
�
適
切
�

活
用
�
図
�
所
存
�
�

 

今
年
度
の
事
業
予
定
は
。

庄
原
市
森
�
�
�
事
業
�

本
年
度
事
業
�
�
�
�
�
�

六
月
十
三
日
�
県
�
本
市
�
事
業

計
画
�
最
終
調
整
�
行
�
�県
�
�

早
急
�
事
業
内
示
�
出
�
�
�
回

答
�
得
�
�
�
�
内
示
後
�
�
環
境

貢
献
林
事
業
�
�
�
�
�
�直
�
�

補
助
金
申
請
事
務
�
行
�
�早
期
�

事
業
着
手
�
�
�
�
�
�
努
�
�

�
�
�
�
�庄
原
市
森
�
�
�
事
業

推
進
協
議
会
�
開
催
�
�昨
年
度
未

執
行
�
里
山
林
整
備
事
業
�
含
�
�

本
年
度
要
望
�
�
�
�
事
業
�
承

認
�
�
�
�
検
討
�
�七
月
中
�
県

�
補
助
金
交
付
申
請
�
行
�
�
�

事
務
�
速
�
�
�
進
�
�
�
�
予

定
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
本
年
度

�
昨
年
�
反
省
�
立
�
�計
画
事
業

�
百
�
執
行
�
�
�
�
�本
庁
�
支

所
�
連
絡
調
整
�
強
化
�
図
�
�

�
�
�
�事
業
実
施
主
体
�
関
係
機

関
�
連
携
�
密
�
�
�
�
�
�
進

�
�
�
�
�

ひ
ろ
し
ま
の
森
づ
く
り
事
業

ふ
る
さ
と
納
税
制
度

生
活
保
護
行
政
の

　
　
　
民
主
的
な
取
り
組
み

西
城
市
民
病
院
へ
の

　
取
り
組
み
は
地
域
住
民
の

　
　
命
と
健
康
を

　
　
　
守
る
こ
と
を
第
一
に 松浦　　昇議員

まつ うら のぼる

田中　五郎議員
た   なか ご   ろう

　今回の表紙写真は、総領町のなかつくに公園で行
われた魚のつかみどりの様子です。
　なかつくに公園は、灰塚ダムの上流にある高水敷
を利用した公園です。
　川の中からは、暑さを吹き飛ばすようなにぎやか
な歓声が上がっていました。

の説明表 紙 写 真

一
　
般

予
　
算

平成20年7月 臨時会議決結果臨時会議決結果 会期　7月18日（1日限り）

原案可決

原案可決

議
　
　
案

問 新
庁
舎
に
お
け
る

ペ
レ
ッ
ト
ボ
イ
ラ
ー
の
導
入 溝口　致哲議員

みぞ くち かず  のり

※予定のため、変更となる場合があります。 詳しくは議会事務局（TEL：0824-73-1162）へお問い合わせください。
　本会議は、いずれも午前10時から開催の予定です。

             主な会議名

本会議、決算審査特別委員会

本会議（一般質問）

本会議（一般質問）

    日にち

9月8日（月）

9月29日（月）

9月30日（火）

            主な会議名

本会議（一般質問予備日）

本会議、決算審査特別委員会

本会議

    日にち

10月1日（水）

10月3日（金）

10月7日（火）

9月定例会の主な日程（予定）

平成20年度庄原市一般会計補正予算（第2号）

総額5,419万8,000円の補正予算ひろしまの森づくり事業（負担金、補助及び交付金）
4,878万5,000円ほか

庁舎建設事業、庄原市新庁舎新築工事（空調熱源設備工事）の請負契約を締結しよう
とするもので、予定価格が1億5,000万円以上であるため、議決を求めるもの

工事請負契約の締結について

●請負金額：2億1,013万5,450円　●請負業者：三建・中電工特定建設工事共同企業体
●契約方法：随意契約



一般質問一般質問

ここが聞きたい!ここが聞きたい!

しょうばら市議会だより　2008 . 8 10しょうばら市議会だより　2008 . 811

問

問

問

問

答

答

答

答

答

①
出
力
五
百
四
十
ｋ
ｗ
の

ボ
イ
ラ
ー
能
力
と
ペ
レ
ッ

ト
の
年
間
消
費
量
六
十
二
ト
ン
で

新
庁
舎
の
冷
暖
房
が
す
べ
て
賄
え

る
の
か
。

②
ペ
レ
ッ
ト
ボ
イ
ラ
ー
導
入
に
伴
う

Ｃ
Ｏ

2

の
削
減
効
果
と
節
減
石
油
量

及
び
ペ
レ
ッ
ト
と
チ
ッ
プ
、そ
れ
ぞ

れ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
出
投
入
比
と

温
暖
化
防
止
貢
献
度
に
つ
い
て
伺
う
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

選
定
�
�
空
調
�
�
�
�
�

運
転
形
態
�
�
�
年
間
�
一
日
最

大
負
荷
�
対
応
�
�
�
機
器
�
選

定
�
�
�
�
�
�
�
�本
�
�
�
�

�
場
合
�負
荷
�
最
大
�
�
�
冷
房

期
�
運
転
�
�
冷
凍
機
四
百
二
十

一
�
�
�
負
荷
容
量
�
賄
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�五
百
四

十
�
�
�
定
額
出
力
�
機
器
�
選

定
�
�
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
組
�
合
�
�
�
運

転
�
�
�
�
�
�新
庁
舎
�
�
�
�

冷
暖
房
�
必
要
�
熱
源
�
供
給
�

�
�
�
考
�
�
�
�
�

�
�
�
導
入
�
伴
�
�
�

2

�
削
減

効
果
�
�年
九
十
一
�
九
�
�
�石
油

節
減
量
�
�約
八
万
四
千
�
�
�
�

�
試
算
�
�
�
�
�
�投
入
�
�
�

�
�
�
化
石
燃
料
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
産
出
投
入
比
�
除
�

�
�
�
�
�温
暖
化
防
止
貢
献
�
割

合
�
求
�
�
�
�
�
�
�
�
��
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
産

出
投
入
比
�
�製
造
場
所
�
使
用
�

�
�
�
�
等
�条
件
�
�
�
異
�
�
�

具
体
的
�
算
出
�
�
�
�
�
�
��

�
�
�
化
石
燃
料
�
使
�
�
�
�

効
率
的
�
生
産
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
導
入
�
�
�
�
�
�
�
�
��

�
�
�
�
産
出
投
入
比
�
�
�
�
�
�

安
定
燃
焼
�
取
�
扱
�
�
容
易
�
�

使
用
場
所
�
�
��
�
�
�
�
観
点

�
�
検
討
�
�
必
要
�
�
�
�新
庁

舎
�
空
調
設
備
�
�地
球
温
暖
化
防

止
等
�
観
点
�
�
�環
境
負
荷
�
少

�
�
新
�
�
�
�
�
�
�
�
木
質

�
�
�
�
�
熱
源
�
�
�
�
�
地

中
熱
熱
源
�
�
�
�
�
併
用
�
�

�
�
�
�
�
�
�
��
�
�
�
取
�

組
�
�
通
�
�
�直
面
�
�
地
球
温

暖
化
�
回
避
�
�持
続
可
能
�
循
環

型
社
会
�
構
築
�
�
�
�
�
�我
�

�
課
�
�
�
�
重
要
�
使
命
�
強

�
自
覚
�
�
�
�
�

①
公
立
病
院
の
役
割
を
果

た
し
、住
民
の
医
療
を
受
け

る
権
利
を
守
る
立
場
を
確
保
す
べ

き
と
思
う
が
ど
う
か
。

②
十
九
年
度
病
院
事
業
会
計
の
収

支
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

�
公
立
病
院
�
果
�
�
役

割
�
一
�
�
�
�
�過
疎
地

域
�
�
�
�
住
民
�
命
�
健
康
�

守
�
�
�
�
�
�
�
�
�
考
�
方

�
基
本
�
�
�
病
院
運
営
�
行
�

�
�
�
�安
定
�
�
良
質
�
医
療
�

継
続
�
�
提
供
�
�
�
�
�
�
経

営
�
健
全
性
�
確
保
�
�
�
�
�

�
必
要
�
�経
営
�
効
率
化
�
図
�
�

地
域
医
療
�
確
保
�
�
�
�
�二
度

目
�
経
営
�
�
�
�
�
�
�
�
導

入
�
�交
付
税
措
置
�
大
�
�
減
少

�
�
六
年
後
�
見
据
�
�
�抜
本
的

�
経
営
改
革
�
取
�
組
�
�
�
�
�

�
三
千
九
百
二
十
一
万
八
千
円
�

経
常
損
失
�
生
�
�
�大
�
�
要
因

�
�精
神
科
医
�
退
職
表
明
�
�
�

後
任
�
医
師
�
確
保
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�患
者
�
他
病
院
�
�
転

院
�
福
祉
施
設
等
�
�
紹
介
�
�
�
�

年
間
�
通
�
�
精
神
科
�
病
床
利

用
率
�
五
十
七
�
�
大
�
�
落
�

込
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�合
併

�
�
三
年
連
続
�
赤
字
�
生
�
�

�
�
�
�経
営
改
革
�
�
�
�
策
定

�
�
経
営
�
健
全
化
�
図
�
�
�
�
�

 

①
生
活
保
護
世
帯
の
中
で

高
齢
者
世
帯
、傷
病
者
世
帯

の
割
合
は
。

②
保
護
受
給
者
の
通
院
交
通
費
に

つ
い
て
の
通
知
に
対
す
る
対
応
は
。

�
五
月
�
�
�
�
本
市
�

生
活
保
護
世
帯
�
百
八
十

九
世
帯
��
�
高
齢
者
世
帯
�
八
十

五
世
帯
�
四
十
四
�
九
�
�
傷
病
者

世
帯
�
四
十
六
世
帯
�
二
十
四
�
三

�
�

�
四
月
�
生
活
保
護
法
�
�
�
医

療
扶
助
運
営
要
領
�
一
部
改
正
�

行
�
�
�移
送
�
給
付
決
定
�
関
�

�
審
査
等
�
�
�
�
通
知
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
具
体
的
�
基
準
�
示

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�給
付
対
象

�
最
寄
�
�
医
療
機
関
�
限
定
�

�
�
�
�
�
�身
体
障
害
等
�
公
共

交
通
機
関
�
利
用
�
著
�
�
困
難

�
場
合
��
�
�
�
�
地
等
�
�
�

公
共
交
通
機
関
�
�
通
院
費
用
�

著
�
�
高
額
�
�
�
場
合
等
�
限

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�本
市
�
場

合
�三
月
末
�
通
院
移
送
費
�
継
続

的
�
給
付
�
六
件
�
�
�
�
��
�

基
準
�
照
�
�
�
再
検
討
�
行
�
�

最
寄
�
�
医
療
機
関
�
�
�
�
認

�
�
�
�
三
件
�
�現
在
給
付
�
中

止
�
�
�
�
�

松
浦
昇
議
員
�
�
�
他
�
質
問

�
人
間
�
�
�
雇
用
�
実
現
�
�

�
�
�
�

�
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
�
廃
止

�
�
�
�
�

寄
附
金
の
活
用
目
的
を
明

確
に
し
て
対
応
す
べ
き
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

本
市
�
�
�
�
�
�
�
対
�
�

協
力
�
�
願
�
�
�
�
�

�
�
�新
�
�
財
源
�
確
保
�
�
�

�
��
�
�
�
納
税
制
度
�
伴
�
寄

附
金
�
取
�
扱
�
�
�
�
�
�
�

規
定
�
�
庄
原
市
�
�
�
�
応
援

寄
附
条
例
案
�
本
定
例
会
�
上
程

�
�
�
�
�
条
例
案
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
文
化
都

市
�
創
造
�
�
�
�
�
基
本
�
�

�
分
野
別
政
策
�
�
�
�
�
�
�
�

寄
附
者
�
寄
附
金
�
使
途
�
指
定

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�条
例
案

�
議
決
�
�
�
�
�
�
�
�
��
�

�
�
納
税
制
度
�
積
極
的
�
�
�

�
�
�
�
作
成
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
��
�
�
�
�
事
業

�
帰
属
�
�
具
体
的
�
施
策
�
掲

載
�
�
�
�
�
取
�
組
�
�
寄
附

者
�
意
向
�
最
大
限
反
映
�
�
事

業
�
実
施
�
�
�制
度
運
用
�
�
�

�
�
�
�
限
�
有
効
�
�
適
切
�

活
用
�
図
�
所
存
�
�

 

今
年
度
の
事
業
予
定
は
。

庄
原
市
森
�
�
�
事
業
�

本
年
度
事
業
�
�
�
�
�
�

六
月
十
三
日
�
県
�
本
市
�
事
業

計
画
�
最
終
調
整
�
行
�
�県
�
�

早
急
�
事
業
内
示
�
出
�
�
�
回

答
�
得
�
�
�
�
内
示
後
�
�
環
境

貢
献
林
事
業
�
�
�
�
�
�直
�
�

補
助
金
申
請
事
務
�
行
�
�早
期
�

事
業
着
手
�
�
�
�
�
�
努
�
�

�
�
�
�
�庄
原
市
森
�
�
�
事
業

推
進
協
議
会
�
開
催
�
�昨
年
度
未

執
行
�
里
山
林
整
備
事
業
�
含
�
�

本
年
度
要
望
�
�
�
�
事
業
�
承

認
�
�
�
�
検
討
�
�七
月
中
�
県

�
補
助
金
交
付
申
請
�
行
�
�
�

事
務
�
速
�
�
�
進
�
�
�
�
予

定
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
本
年
度

�
昨
年
�
反
省
�
立
�
�計
画
事
業

�
百
�
執
行
�
�
�
�
�本
庁
�
支

所
�
連
絡
調
整
�
強
化
�
図
�
�

�
�
�
�事
業
実
施
主
体
�
関
係
機

関
�
連
携
�
密
�
�
�
�
�
�
進

�
�
�
�
�

ひ
ろ
し
ま
の
森
づ
く
り
事
業

ふ
る
さ
と
納
税
制
度

生
活
保
護
行
政
の

　
　
　
民
主
的
な
取
り
組
み

西
城
市
民
病
院
へ
の

　
取
り
組
み
は
地
域
住
民
の

　
　
命
と
健
康
を

　
　
　
守
る
こ
と
を
第
一
に 松浦　　昇議員

まつ うら のぼる

田中　五郎議員
た   なか ご   ろう

　今回の表紙写真は、総領町のなかつくに公園で行
われた魚のつかみどりの様子です。
　なかつくに公園は、灰塚ダムの上流にある高水敷
を利用した公園です。
　川の中からは、暑さを吹き飛ばすようなにぎやか
な歓声が上がっていました。

の説明表 紙 写 真

一
　
般

予
　
算

平成20年7月 臨時会議決結果臨時会議決結果 会期　7月18日（1日限り）

原案可決

原案可決

議
　
　
案

問 新
庁
舎
に
お
け
る

ペ
レ
ッ
ト
ボ
イ
ラ
ー
の
導
入 溝口　致哲議員

みぞ くち かず  のり

※予定のため、変更となる場合があります。 詳しくは議会事務局（TEL：0824-73-1162）へお問い合わせください。
　本会議は、いずれも午前10時から開催の予定です。

             主な会議名

本会議、決算審査特別委員会

本会議（一般質問）

本会議（一般質問）

    日にち

9月8日（月）

9月29日（月）

9月30日（火）

            主な会議名

本会議（一般質問予備日）

本会議、決算審査特別委員会

本会議

    日にち

10月1日（水）

10月3日（金）

10月7日（火）

9月定例会の主な日程（予定）

平成20年度庄原市一般会計補正予算（第2号）

総額5,419万8,000円の補正予算ひろしまの森づくり事業（負担金、補助及び交付金）
4,878万5,000円ほか

庁舎建設事業、庄原市新庁舎新築工事（空調熱源設備工事）の請負契約を締結しよう
とするもので、予定価格が1億5,000万円以上であるため、議決を求めるもの

工事請負契約の締結について

●請負金額：2億1,013万5,450円　●請負業者：三建・中電工特定建設工事共同企業体
●契約方法：随意契約



教
育
民
生
常
任
委
員
会

総
務
財
政
常
任
委
員
会

調
査
先

○
徳
島
県
阿
波
市

○
愛
媛
県
松
山
市

○
香
川
県
善
通
寺
市

主
な
調
査
内
容

●
適
応
指
導
教
室
に
つ
い
て

●
い
じ
め
・
不
登
校
対
策
総
合

　
推
進
事
業
に
つ
い
て

●
義
務
教
育
の
質
の
保
証
に

　
資
す
る
学
校
評
価
シ
ス
テ

　
ム
構
築
事
業
に
つ
い
て

調
査
先

○
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
安
心
院
町
グ

　
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
会

　
　
　
　
　（
大
分
県
宇
佐
市
）

○
小
国
町
農
林
振
興
課

　
　（
熊
本
県
阿
蘇
郡
小
国
町
）

○
ぶ
ど
う
の
樹

　
　（
福
岡
県
遠
賀
郡
岡
垣
町
）

主
な
調
査
内
容

●
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
に

　
つ
い
て

●
悠
木
の
里
づ
く
り（
地
元
材

　
の
活
用
）に
つ
い
て

●
農
業
の
六
次
産
業
化
に
つ

　
い
て

調
査
先

○
柳
谷
集
落

　
　
　
　（
鹿
児
島
県
鹿
屋
市
）

主
な
調
査
内
容

●
自
治
振
興
に
つ
い
て

　（
こ
の
集
落
の
合
言
葉
は
、

　
感
動
の
地
域
づ
く
り
、お
互

　
い
支
え
合
え
る
強
く
て
温

　
か
い
地
域
づ
く
り
。た
く
さ

　
ん
の
ヒ
ン
ト
が
つ
ま
っ
た

　
や
ね
だ
ん
の
奮
闘
の
様
子

　
を
実
際
に
見
聞
き
し
ま
し
た
）

産
業
建
設
常
任
委
員
会

常任委員会
視察報告

柳谷集落（やねだん）にて

ぶどうの樹にて

阿波市にて

大きいのつかまえた!
（7月22日 総領町）

6月定例会

■発行：平成20年８月20日
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一般質問に13人が登壇
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編

集

後

記

　
今
年
の
夏
は
、猛
暑

と
い
う
よ
り
酷
暑
と

い
う
感
じ
さ
え
し
ま

す
。一
体
い
つ
ま
で
こ

の
暑
さ
は
続
く
の
で

し
ょ
う
か
。梅
雨
も
平

年
よ
り
短
く
、そ
の
後

ま
と
ま
っ
た
雨
も
降

ら
な
い
た
め
、今
後
は

水
不
足
が
心
配
さ
れ

ま
す
。

　
市
議
会
で
も
議
論

さ
れ
た
新
庁
舎
建
設

で
す
が
、現
在
、市
役

所
本
庁
舎
の
横
に
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。議
会

の
あ
る
三
階
か
ら
は
工
事
の
進
捗
状
況
が
よ
く
わ
か
り

ま
す
。七
月
下
旬
頃
か
ら
鉄
骨
が
組
ま
れ
、次
第
に
新
庁

舎
の
形
が
見
え
始
め
て
き
ま
し
た
。

　
来
年
二
月
に
は
完
成
す
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

工
事
が
ど
の
よ
う
に
進
ん
で
い
く
の
か
、完
成
ま
で
の

過
程
を
見
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、市
議
会
だ
よ
り
に
対
し
ま
し
て
、ご
意
見
・

ご
感
想
を
お
寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
議
会
広
報
委
員
会

委 

員 

長
　
　
加
島
　
英
俊

副
委
員
長
　
　
堀
井
　
秀
昭

委
　
　
員
　
　
門
脇
　
俊
照

　 

　
　
　
　
垣
内
　
秀
孝

　 

　
　
　
　
八
谷
　
文
策 新庁舎建設の様子（8月6日現在）


